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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　顔料（Ａ）と、バインダー樹脂（Ｂ）と、溶剤とを含むカラーフィルタ用着色組成物で
あって、顔料（Ａ）が、式（１）に示す顔料（Ａ１）を含み、バインダー樹脂（Ｂ）が、
少なくともメチル（メタ）アクリレート、またはエチル（メタ）アクリレートを前駆体と
するアルカリ可溶性感光性樹脂（Ｂ１）を含み、かつ
カラーフィルタ用着色組成物中の固形分濃度が９．８～１９．７重量％である
ことを特徴とするカラーフィルタ用着色組成物。
式（１）：
【化１】
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【請求項２】
　顔料（Ａ）が、さらに顔料（Ａ１）以外のジケトピロロピロール系顔料、アゾ系顔料、
アントラキノン系顔料、ペリレン系顔料、キナクリドン系顔料、ベンズイミダゾロン系顔
料、およびキノリン系顔料からなる群より選ばれる少なくとも１種類以上を含むことを特
徴とする請求項１に記載のカラーフィルタ用着色組成物。
【請求項３】
　さらにアセトフェノン系化合物、ホスフィン系化合物、イミダゾール系化合物、および
オキシムエステル系化合物からなる群より選ばれる少なくとも１種類以上の光重合開始剤
（Ｄ１）を含むことを特徴とする請求項１または２に記載のカラーフィルタ用着色組成物
。
【請求項４】
　基板上に、請求項１～３いずれか１項に記載のカラーフィルタ用着色組成物から形成さ
れてなるフィルタセグメントを具備することを特徴とするカラーフィルタ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、カラー液晶表示装置、及びカラー撮像管素子等に用いられるカラーフィルタ
の製造に使用されるカラーフィルタ用着色組成物、並びにこれを用いて形成されるフィル
タセグメントを具備するカラーフィルタに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　液晶表示装置は、２枚の偏光板に挟まれた液晶層が、１枚目の偏光板を通過した光の偏
光度合いを制御して、２枚目の偏光板を通過する光量をコントロールすることにより表示
を行う表示装置であり、ツイストネマチック（ＴＮ）型液晶を用いるタイプが主流となっ
ている。この２枚の偏光板の間にカラーフィルタを設けることによりカラー表示が可能と
なり、近年、テレビやパソコンモニタ等に用いられるようになったことから、カラーフィ
ルタに対して高明度化、高コントラスト化、高色再現性の要求が高まっている。
【０００３】
　カラーフィルタは、ガラス等の透明な基板の表面に２種以上の異なる色相の微細な帯（
ストライプ）状のフィルタセグメントを平行又は交差して配置したもの、あるいは微細な
フィルタセグメントを縦横一定の配列で配置したものからなっている。一般的に赤、緑、
および青の３色のフィルタセグメントから形成されることが多く、これら各セグメントは
、数ミクロン～数１００ミクロンと微細であり、しかも色相毎に所定の配列で整然と配置
されている。
【０００４】
　一般的に、カラー液晶表示装置では、カラーフィルタの上に液晶を駆動させるための透
明電極が蒸着あるいはスパッタリングにより形成され、さらにその上に液晶を一定方向に
配向させるための配向膜が形成されている。これらの透明電極および配向膜の性能を充分
に得るには、カラーフィルタを形成する製造工程において、一般に２００℃以上、好まし
くは２３０℃以上の高温処理が必要である。このため、現在、カラーフィルタは、耐光性
、耐熱性に優れる顔料を着色剤とする顔料分散法と呼ばれる方法が主流となっている。
【０００５】
　顔料分散法において、赤色フィルタセグメント用には、着色剤としてジケトピロロピロ
ール系顔料、アントラキノン系顔料、ペリレン系顔料またはジスアゾ系顔料等の耐光性お
よび耐熱性に優れる顔料を単独または組み合わせて用いることが一般的である。
【０００６】
　これらの中でも、ジケトピロロピロール系顔料として、Ｃ．Ｉ．ピグメント　レッド　
２５４は特に明度に優れる顔料であることが知られており、さらに新しい顔料として、臭
素化ジケトピロロピロール顔料等が検討されている。（特許文献１～４参照）。
【０００７】
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　近年、カラーフィルタに対する高明度、高コントラスト化の要望が非常に強く、これら
のジケトピロロピロール系顔料の一次粒子径をできるかぎり微細化して用いられることが
多い。しかし、微細化されたジケトピロロピロール系顔料は、その分子間水素結合によっ
て、結晶成長し易いという性質を有するため、カラーフィルタを形成する際の加熱工程に
おいて結晶化が起こり、異物が発生してしまうことが問題となっている。したがって、ジ
ケトピロロピロール系顔料の微細化による明度、およびコントラスト比の向上には限界が
あり、加えて耐熱性も課題となっている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】国際公開２００９／０８１９３０号パンフレット
【特許文献２】特開２００９－１４９７０７号公報
【特許文献３】特開１９９９－２３１５１６号公報
【特許文献４】国際公開２００９／１４４１１５号パンフレット
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　本発明が解決しようとする課題は、高明度かつ高コントラスト比であって、加熱工程に
よってもジケトピロロピロール系顔料の結晶析出が起こらないだけでなく、さらに感光性
着色組成物として用いた場合には、感度や直線性など、良好なフィルタセグメントを形成
する上で必要な性能のバランスが優れるカラーフィルタ用着色組成物、およびそれを用い
た明度、コントラスト比に優れた、高精細なカラーフィルタを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明者らは、鋭意研究を重ねた結果、従来使用されていたＣ．Ｉ．ピグメント　レッ
ド　２５４（塩素化ジケトピロロピロール顔料）に替えて、臭素化ジケトピロロピロール
顔料とアルカリ可溶性感光性樹脂とを含む着色組成物を用いることにより、高明度、高コ
ントラスト比かつ加熱工程による結晶析出が抑制された高精細のフィルタセグメントを有
するカラーフィルタが得られることを見出し、本発明に至った。
【００１１】
　すなわち本発明は、顔料（Ａ）と、バインダー樹脂（Ｂ）と、溶剤とを含むカラーフィ
ルタ用着色組成物であって、顔料（Ａ）が、式（１）に示す顔料（Ａ１）を含み、バイン
ダー樹脂（Ｂ）が、アルカリ可溶性感光性樹脂（Ｂ１）を含むことを特徴とするカラーフ
ィルタ用着色組成物に関する。
　式（１）：
【化１】

　また、本発明は、顔料（Ａ）が、さらに顔料（Ａ１）以外のジケトピロロピロール系顔
料、アゾ系顔料、アントラキノン系顔料、ペリレン系顔料、キナクリドン系顔料、ベンズ
イミダゾロン系顔料、およびキノリン系顔料からなる群より選ばれる少なくとも１種類以
上を含むことを特徴とする前記カラーフィルタ用着色組成物に関する。



(4) JP 5760596 B2 2015.8.12

10

20

30

40

50

【００１２】
　また、本発明は、さらにアセトフェノン系化合物、ホスフィン系化合物、イミダゾール
系化合物、およびオキシムエステル系化合物からなる群より選ばれる少なくとも１種類以
上の光重合開始剤（Ｄ）を含むことを特徴とする前記カラーフィルタ用着色組成物に関す
る。
【００１３】
　また、本発明は、基板上に、前記カラーフィルタ用着色組成物から形成されてなるフィ
ルタセグメントを具備することを特徴とするカラーフィルタに関する。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明によれば、高明度かつ高コントラスト比であって、加熱工程によってもジケトピ
ロロピロール系顔料の結晶析出が起こらないカラーフィルタ用着色組成物、およびそれを
用いたカラーフィルタを提供することができる。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　まず、本発明のカラーフィルタ用着色組成物の各種構成成分について説明する。
　なお、本願では、「（メタ）アクリレート」、「（メタ）アクリル酸」、又は「（メタ
）アクリルアミド」と表記した場合には、特に説明がない限り、それぞれ、「アクリレー
ト及び／又はメタクリレート」、「アクリル酸及び／又はメタクリル酸」、又は「アクリ
ルアミド及び／又はメタクリルアミド」を表すものとする。
【００１６】
　また、以下に挙げる「Ｃ．Ｉ．」は、カラーインデックス（Ｃ．Ｉ．）を意味する。
　以下、本発明を詳細に説明する。
【００１７】
＜顔料（Ａ）＞
　本発明の顔料（Ａ）は、式（１）に示す顔料（Ａ１）を含むことを特徴とする。
《顔料（Ａ１）》
　式（１）：

【化２】

【００１８】
　式（１）に示す顔料（Ａ１）である臭素化ジケトピロロピロール顔料は、国際公開２０
０９／１４４１１５号パンフレット等に記載の公知の方法を用いて得ることが出来る。
【００１９】
　製造方法の一例としては、コハク酸ジエステル合成法等で製造することができる。すな
わち、コハク酸ジエステル１モルに対して４－ブロモベンゾニトリル２モルを、ｔｅｒｔ
－アミルアルコール等の不活性有機溶剤中で、アルカリ金属又はアルカリ金属アルコキシ
ドの存在下において、８０～１１０℃の高温で縮合反応を行い、ジケトピロロピロール化
合物のアルカリ金属塩を生成させ、続いて、このジケトピロロピロール化合物のアルカリ
金属塩に対して、水、アルコール、酸等を用いてプロトン化することにより、臭素化ジケ
トピロロピロール顔料を得ることができる。このとき、プロトン化における温度、水、ア
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ルコールまたは酸の種類、比率や量により、得られる一次粒子径の大きさを制御すること
ができる。臭素化ジケトピロロピロール顔料の製造方法はこの方法に限定されるものでは
ない。
【００２０】
　式（１）に示す顔料（Ａ１）を用いることで、従来よりも、高明度および高コントラス
ト比の赤色着色組成物とすることができる。
【００２１】
《その他の顔料》
　本発明の着色組成物は、顔料（Ａ１）以外の顔料を併用しても良く、このような顔料と
しては、有機または無機の顔料を、単独で、または２種類以上併用できる。顔料のなかで
は、発色性が高く、且つ耐熱性の高い顔料が好ましく、通常は有機顔料が用いられる。
【００２２】
　用いることの出来る有機顔料としては、例えば、顔料（Ａ１）以外のジケトピロロピロ
ール系顔料；アゾ、ジスアゾ、ポリアゾ等のアゾ系顔料；銅フタロシアニン、ハロゲン化
銅フタロシアニン、無金属フタロシアニン等のフタロシアニン系顔料；アミノアントラキ
ノン、ジアミノジアントラキノン、アントラピリミジン、フラバントロン、アントアント
ロン、インダントロン、ピラントロン、ビオラントロン等のアントラキノン系顔料；キナ
クリドン系顔料；ジオキサジン系顔料；ペリノン系顔料；ペリレン系顔料；チアインジゴ
系顔料；イソインドリン系顔料；イソインドリノン系顔料；キノフタロン系顔料；スレン
系顔料；金属錯体系顔料等が挙げられる。
【００２３】
　これらの顔料のなかでも、顔料（Ａ１）以外のジケトピロロピロール系顔料、アゾ系顔
料、アントラキノン系顔料、ペリレン系顔料、キナクリドン系顔料、ベンズイミダゾロン
系顔料、およびキノリン系顔料からなる群より選ばれる少なくとも１種類以上を含むこと
が、好ましい。これらは顔料（Ａ１）と同様、赤色系の顔料であり配合比の調整による色
調整が容易になる、さらにこれらは耐光性や耐熱性がすぐれているために好ましい。
【００２４】
　本発明において、カラーフィルタの画素を形成する場合に使用できる顔料の具体例を示
す。
【００２５】
　赤色顔料としては、例えば、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド１、２、３、４、５、６、７、
８、９、１２、１４、１５、１６、１７、２１、２２、２３、３１、３２、３７、３８、
４１、４７、４８、４８：１、４８：２、４８：３、４８：４、４９、４９：１、４９：
２、５０：１、５２：１、５２：２、５３、５３：１、５３：２、５３：３、５７、５７
：１、５７：２、５８：４、６０、６３、６３：１、６３：２、６４、６４：１、６８、
６９、８１、８１：１、８１：２、８１：３、８１：４、８３、８８、９０：１、１　０
１、１０１：１、１０４、１０８、１０８：１、１０９、１１２、１１３、１１４、１２
２、１２３、１４４、１４６、１４７、１４９、１５１、１６６、１６８、１６９、１７
０、１７２、１７３、１７４、１７５、１７６、１７７、１７８、１７９、１８１、１８
４、１８５、１８７、１８８、１９０、１９３、１９４、２００、２０２、２０６、２０
７、２０８、２０９、２１０、２１４、２１６、２２０、２２１、２２４、２３０、２３
１、２３２、２３３、２３５、２３６、２３７、２３８、２３９、２４２、２４３、２４
５、２４７、２４９、２５０、２５１、２５３、２５４、２５５、２５６、２５７、２５
８、２５９、２６０、２６２、２６３、２６４、２６５、２６６、２６７、２６８、２６
９、２７０、２７１、２７２、２７３、２７４、２７５、２７６などを挙げることができ
る。
【００２６】
　これらの中でも、明度とコントラスト比の優れた効果を発揮するためには、好ましくは
Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド４８：１、１２２、１６８、１７７、２０２、２０６、２０７
、２０９、２２４、２４２、または２５４であり、更に好ましくはＣ．Ｉ．ピグメントレ
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ッド１７７、２０９、２２４、２４２、または２５４である。
【００２７】
　黄色顔料としては、例えばＣ．Ｉ．ピグメントイエロー１、１：１、２、３、４、５、
６、９、１０、１２、１３、１４、１６、１７、２４、３１、３２、３４、３５、３５：
１、３６、３６：１、３７、３７：１、４０、４１、４２、４３、４８、５３、５５、６
１、６２、６２：１、６３、６５、７３、７４、７５，８１、８３、８７、９３、９４、
９５、９７、１００、１０１、１０４、１０５、１０８、１０９、１１０、１１１、１１
６、１１７、１１９、１２０、１２６、１２７、１２７：１、１２８、１２９、１３３、
１３４、１３６、１３８、１３９、１４２、１４７、１４８、１５０、１５１、１５３、
１５４、１５５、１５７、１５８、１５９、１６０、１６１、１６２、１６３、１６４、
１６５、１６６、１６７、１６８、１６９、１７０、１７２、１７３、１７４、１７５、
１７６、１８０、１８１、１８２、１８３、１８４、１８５、１８８、１８９、１９０、
１９１、１９１：１、１９２、１９３、１９４、１９５、１９６、１９７、１９８、１９
９、２００、２０２、２０３、２０４、２０５、２０６、２０７、２０８などを挙げるこ
とができる。
【００２８】
　これらの中でも、明度とコントラストの優れた効果を発揮するためには、好ましくはＣ
．Ｉ．ピグメントイエロー８３、１１７、１２９、１３８、１３９、１５０、１５４、１
５５、１８０、または１８５であり、更に好ましくはＣ．Ｉ．ピグメントイエロー８３、
１３８、１３９、１５０、または１８０である。
【００２９】
　オレンジ顔料としては、例えばＣ．Ｉ．ピグメントオレンジ１、２、５、１３、１６、
１７、１９、２０、２１、２２、２３、２４、３４、３６、３８、３９、４３、４６、４
８、４９、６１、６２、６４、６５、６７、６８、６９、７０、７１、７２、７３、７４
、７５、７７、７８、７９などを挙げることができる。
【００３０】
　これらの中でも、明度とコントラストの優れた効果を発揮するためには、好ましくはＣ
．Ｉ．ピグメントオレンジ３８、または７１である。
【００３１】
　また、無機顔料としては、硫酸バリウム、亜鉛華、硫酸鉛、黄色鉛、亜鉛黄、べんがら
（赤色酸化鉄(III)）、カドミウム赤、群青、紺青、酸化クロム緑、コバルト緑、アンバ
ー、チタンブラック、合成鉄黒、酸化チタン、四酸化鉄などの金属酸化物粉、金属硫化物
粉、金属粉等が挙げられる。無機顔料は、彩度と明度のバランスを取りつつ良好な塗布性
、感度、現像性等を確保するために、有機顔料と組み合わせて用いられる。
【００３２】
　上記赤色顔料や黄色顔料と併用する場合、式（１）で示される顔料（Ａ１）の含有量は
、顔料（Ａ）の合計１００重量％中、４０～１００重量％、好ましくは５０～１００重量
％、さらに好ましくは６０～１００重量％である。この含有量の範囲にあることにより、
式（１）で示される顔料（Ａ１）の色特性を十分に発現することができる。
【００３３】
　好ましい顔料（Ａ）成分の含有量は、本発明の着色組成物の全不揮発成分１００重量％
中、充分な色再現性を得る観点から１０重量％以上であり、より好ましくは１５重量％以
上であり、最も好ましくは２０重量％以上である。また、着色組成物の安定性が良くなる
ことから、好ましい顔料（Ａ）成分の含有量は、９０重量％以下であり、より好ましくは
８０重量％以下であり、最も好ましくは７０重量％以下である。
【００３４】
　本発明の感光性着色組成物には、さらに調色のため、耐熱性を低下させない範囲内で染
料を含有させることもできる。
【００３５】
《顔料の微細化》



(7) JP 5760596 B2 2015.8.12

10

20

30

40

50

　本発明の顔料（Ａ１）およびその他の顔料は、微細化して用いることが好ましい。
　微細化した顔料の一次粒子径は、着色剤担体中への分散が良好なことから、２０ｎｍ以
上であることが好ましい。また、コントラスト比が高いフィルタセグメントを形成できる
ことから、１００ｎｍ以下であることが好ましい。特に好ましい範囲は、２５～８５ｎｍ
の範囲である。
【００３６】
　なお、顔料の一次粒子径は、顔料のＴＥＭ（透過型電子顕微鏡）による電子顕微鏡写真
から一次粒子の大きさを直接計測する方法で行った。具体的には、個々の顔料の一次粒子
の短軸径と長軸径を計測し、平均をその顔料粒子の粒径とした。次に、１００個以上の顔
料粒子について、それぞれの粒子の体積を、求めた粒径の立方体と近似して平均体積を求
め、この平均体積を有している立方体の一辺の長さを平均一次粒子径とする。
【００３７】
　また、これら微細化顔料のＢＥＴ法による比表面積は、６０ｍ2／ｇ～１３０ｍ2／ｇで
あることが好ましい。
【００３８】
　顔料（Ａ）の比表面積が下限値より小さい場合には、カラーフィルタの輝度やコントラ
スト比が低くなる。比表面積が上限値より大きい場合には、顔料分散が難しくなり、着色
組成物としての安定性を保ち、流動性を確保することが困難になる。その結果、カラーフ
ィルタの輝度やコントラスト比の特性が悪化する。
【００３９】
　顔料の比表面積を制御する手段としては、顔料を機械的に粉砕して比表面積を制御する
方法（磨砕法と呼ぶ）、良溶媒に溶解したものを貧溶媒に投入して所望の比表面積の顔料
を析出させる方法（析出法と呼ぶ）、および合成時に所望の比表面積の顔料を製造する方
法（合成析出法と呼ぶ）等がある。使用する顔料の合成法や化学的性質等により、個々の
顔料について適当な方法を選択して行うことができる。本発明の着色組成物に含まれる顔
料の比表面積の制御方法は、上記方法のいずれを用いてもよい。
【００４０】
　本発明に用いる顔料は、磨砕法のなかでもソルトミリング処理により微細化することが
好ましく、このような顔料を用いることで、コントラスト比がより高いフィルタセグメン
トを形成できる。ソルトミリング処理とは、顔料と水溶性無機塩と水溶性有機溶剤との混
合物を、ニーダー、トリミックス、２本ロールミル、３本ロールミル、ボールミル、アト
ライター、サンドミル等の混練機を用いて、加熱しながら機械的に混練した後、水洗によ
り水溶性無機塩と水溶性有機溶剤を除去する処理である。水溶性無機塩は、破砕助剤とし
て働くものであり、ソルトミリング時に無機塩の硬度の高さを利用して顔料が破砕される
。顔料をソルトミリング処理する際の条件を最適化することにより、一次粒子径が非常に
微細であり、また、分布の幅がせまく、シャープな粒度分布をもつ顔料を得ることができ
る。
【００４１】
　水溶性無機塩としては、塩化ナトリウム、塩化バリウム、塩化カリウム、硫酸ナトリウ
ム等を用いることができるが、価格の点から塩化ナトリウム（食塩）を用いるのが好まし
い。水溶性無機塩は、処理効率と生産効率の両面から、顔料１００重量部に対し、５０～
２０００重量部用いることが好ましく、３００～１０００重量部用いることが最も好まし
い。
【００４２】
　水溶性有機溶剤は、顔料及び水溶性無機塩を湿潤する働きをするものであり、水に溶解
（混和）し、かつ用いる無機塩を実質的に溶解しないものであれば特に限定されない。た
だし、ソルトミリング時に温度が上昇し、溶剤が蒸発し易い状態になるため、安全性の点
から、沸点１２０℃以上の高沸点溶剤が好ましい。例えば、２－メトキシエタノール、２
－ブトキシエタノール、２－（イソペンチルオキシ）エタノール、２－（ヘキシルオキシ
）エタノール、ジエチレングリコール、ジエチレングリコールモノエチルエーテル、ジエ
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チレングリコールモノブチルエーテル、トリエチレングリコール、トリエチレングリコー
ルモノメチルエーテル、液状のポリエチレングリコール、１－メトキシ－２－プロパノー
ル、１－エトキシ－２－プロパノール、ジプロピレングリコール、ジプロピレングリコー
ルモノメチルエーテル、ジプロピレングリコールモノエチルエーテル、液状のポリプロピ
レングリコール等が用いられる。水溶性有機溶剤は、顔料１００重量部に対し、５～１０
００重量部用いることが好ましく、５０～５００重量部用いることが最も好ましい。
【００４３】
　顔料をソルトミリング処理する際には、必要に応じて樹脂を添加してもよい。用いられ
る樹脂の種類は特に限定されず、天然樹脂、変性天然樹脂、合成樹脂、天然樹脂で変性さ
れた合成樹脂等を用いることができる。用いられる樹脂は、室温で固体であり、水不溶性
であることが好ましく、かつ上記有機溶剤に一部可溶であることがさらに好ましい。樹脂
の使用量は、顔料１００重量部に対し、５～２００重量部の範囲であることが好ましい。
【００４４】
＜バインダー樹脂（Ｂ）＞
　本発明におけるバインダー樹脂（Ｂ）は、着色剤（ａ）を分散するものであって、アル
カリ可溶性感光性樹脂（Ｂ１）を含有することを特徴とする。
（アルカリ可溶性感光性樹脂（Ｂ１））
　本発明におけるアルカリ可溶性感光性樹脂（Ｂ１）としては、たとえば以下に示す（ｉ
）や（ｉｉ）の方法によりエチレン性不飽和二重結合を導入した樹脂が挙げられる。
【００４５】
　[方法（ｉ）]
　方法（ｉ）としては、例えば、エポキシ基を有するエチレン性不飽和単量体と、他の１
種類以上の単量体とを共重合することによって得られた共重合体の側鎖エポキシ基に、エ
チレン性不飽和二重結合を有する不飽和一塩基酸のカルボキシル基を付加反応させ、更に
、生成した水酸基に、多塩基酸無水物を反応させ、エチレン性不飽和二重結合を導入し感
光性樹脂の機能を持たせ、かつ、アルカリ可溶性機能を持つカルボキシル基を導入する方
法がある。
【００４６】
　エポキシ基を有するエチレン性不飽和単量体としては、例えば、グリシジル（メタ）ア
クリレート、メチルグリシジル（メタ）アクリレート、２－グリシドキシエチル（メタ）
アクリレート、３，４エポキシブチル（メタ）アクリレート、及び３，４エポキシシクロ
ヘキシル（メタ）アクリレートが挙げられ、これらは、単独で用いても、２種類以上を併
用してもかまわない。次工程の不飽和一塩基酸との反応性の観点で、グリシジル（メタ）
アクリレートが好ましい。
【００４７】
　不飽和一塩基酸としては、（メタ）アクリル酸、クロトン酸、ｏ－、ｍ－、ｐ－ビニル
安息香酸、（メタ）アクリル酸のα位ハロアルキル、アルコキシル、ハロゲン、ニトロ、
シアノ置換体等のモノカルボン酸等が挙げられ、これらは、単独で用いても、２種類以上
を併用してもかまわない。
【００４８】
　多塩基酸無水物としては、テトラヒドロ無水フタル酸、無水フタル酸、ヘキサヒドロ無
水フタル酸、無水コハク酸、無水マレイン酸等が挙げられ、これらは単独で用いても、２
種類以上を併用してもかまわない。カルボキシル基の数を増やす等、必要に応じて、トリ
メリット酸無水物等のトリカルボン酸無水物を用いたり、ピロメリット酸二無水物等のテ
トラカルボン酸二無水物を用いて、残った無水物基を加水分解したりすること等もできる
。また、多塩基酸無水物として、エチレン性不飽和二重結合を有する、エトラヒドロ無水
フタル酸、又は無水マレイン酸を用いると、更にエチレン性不飽和二重結合を増やすこと
ができる。
【００４９】
　方法（ｉ）の類似の方法として、例えば、カルボキシル基を有するエチレン性不飽和単
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量体と、他の１種類以上の単量体とを共重合することによって得られた共重合体の側鎖カ
ルボキシル基の一部に、エポキシ基を有するエチレン性不飽和単量体を付加反応させ、エ
チレン性不飽和二重結合およびカルボキシル基を導入する方法がある。
【００５０】
　[方法（ｉｉ）]
　方法（ｉｉ）としては、水酸基を有するエチレン性不飽和単量体を使用し、他のカルボ
キシル基を有する不飽和一塩基酸の単量体や、他の単量体とを共重合することによって得
られた共重合体の側鎖水酸基に、イソシアネート基を有するエチレン性不飽和単量体のイ
ソシアネート基を反応させる方法がある。
【００５１】
　水酸基を有するエチレン性不飽和単量体としては、２－ヒドロキシエチル（メタ）アク
リレート、２－若しくは３－ヒドロキシプロピル（メタ）アクリレート、２－若しくは３
－若しくは4－ヒドロキシブチル（メタ）アクリレート、グリセロール（メタ）アクリレ
ート、又はシクロヘキサンジメタノールモノ（メタ）アクリレート等のヒドロキシアルキ
ル（メタ）アクリレート類が挙げられ、これらは、単独で用いても、２種類以上を併用し
て用いてもかまわない。また、上記ヒドロキシアルキル（メタ）アクリレートに、エチレ
ンオキシド、プロピレンオキシド、及び／又はブチレンオキシド等を付加重合させたポリ
エーテルモノ（メタ）アクリレートや、（ポリ）γ－バレロラクトン、（ポリ）ε－カプ
ロラクトン、及び／又は（ポリ）１２－ヒドロキシステアリン酸等を付加した（ポリ）エ
ステルモノ（メタ）アクリレートも使用できる。塗膜異物抑制の観点から、２－ヒドロキ
シエチル（メタ）アクリレート、又はグリセロール（メタ）アクリレートが好ましい。
【００５２】
　イソシアネート基を有するエチレン性不飽和単量体としては、２－（メタ）アクリロイ
ルオキシエチルイソシアネート、又は１，１－ビス〔（メタ）アクリロイルオキシ〕エチ
ルイソシアネート等が挙げられるが、これらに限定することなく、２種類以上併用するこ
ともできる。
【００５３】
  アルカリ可溶性感光性樹脂（Ｂ１）としては、（メタ）アクリル酸、クロトン酸、若し
くはα－クロルアクリル酸等の不飽和モノカルボン酸、又はマレイン酸、若しくはフマル
酸等の不飽和ジカルボン酸等のカルボキシル基を含有し、かつエチレン性不飽和二重結合
を有する樹脂が挙げられる。アルカリ可溶性感光性樹脂（Ｂ１）の前駆体であるその他の
エチレン性不飽和単量体としては、メチル（メタ）アクリレート、エチル（メタ）アクリ
レート、ｎ－プロピル（メタ）アクリレート、イソプロピル（メタ）アクリレート、ブチ
ル（メタ）アクリレート、イソブチル（メタ）アクリレート、ｓ－ブチル（メタ）アクリ
レート、ｔ－ブチル（メタ）アクリレート、ペンチル（メタ）アクリレート、イソペンチ
ルアクリレート、ネオペンチル(メタ)アクリレート、ｔ－ペンチル(メタ)アクリレート、
１－メチルブチル（メタ）アクリレート、ヘキシル（メタ）アクリレート、ヘプタ（メタ
）アクリレート、オクチル（メタ）アクリレート、２－エチルヘキシル（メタ）アクリレ
ート、ラウリル（メタ）アクリレート、セチル（メタ）アクリレート、ステアリル（メタ
）アクリレート、イソステアリル（メタ）アクリレート、シクロヘキシル（メタ）アクリ
レート、アリル（メタ）アクリレート、又はオレイル（メタ）アクリレート等のアルキル
又はアルケニル（メタ）アクリレートが挙げられるが、目的に応じて、これらに限定する
ことなく他のエチレン性不飽和単量体を選ぶこともでき、２種類以上併用することも出来
る。中でも顔料分散性の観点から、メチル（メタ）アクリレート、又はエチル（メタ）ア
クリレートが好ましい。

                                                                                
      
【００５４】
　アルカリ可溶性感光性樹脂（Ｂ１）の重量平均分子量（Ｍｗ）は、５，０００～１００
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，０００の範囲が好ましく、より好ましくは５，０００～８０，０００の範囲であり、さ
らに好ましくは、５，０００～３０，０００の範囲である。また数平均分子量（Ｍｎ）は
５，０００～５０，０００の範囲が好ましく、Ｍｗ／Ｍｎの値は１０以下であることが好
ましい。
【００５５】
　アルカリ可溶性感光性樹脂（Ｂ１）の重量平均分子量（Ｍｗ）が１００，０００を越え
ると樹脂間の相互作用が強くなり、カラーフィルタ用着色組成物の粘度が高くなるため、
取り扱いが困難となりやすい。また、重量平均分子量（Ｍｗ）が５，０００未満だと現像
性やガラス等の基板への密着性に問題のおこることがある。
【００５６】
　アルカリ可溶性感光性樹脂（Ｂ１）の酸価は、顔料の分散性、浸透性、現像性、及び耐
性の観点から、酸価２０～３００ＫＯＨ－ｍｇ／ｇの樹脂を用いることが好ましい。酸価
が、２０ＫＯＨ－ｍｇ／ｇ未満では、現像液に対する溶解性が悪く、微細パターン形成す
るのが困難である。３００ＫＯＨ－ｍｇ／ｇを超えると、微細パターンが残らなくなるこ
とがある。
【００５７】
　アルカリ可溶性感光性樹脂（Ｂ１）の含有量は、バインダー樹脂（Ｂ）の合計１００重
量％中、１０～１００重量％が好ましく、２０～１００重量％がより好ましく、さらに好
ましくは４０～１００重量％である。バインダー樹脂（Ｂ）中のアルカリ可溶性感光性樹
脂（Ｂ１）の含有量が、１０重量％以上であれば、着色組成物の高明度、高コントラスト
比の効果が得られやすいために好ましいものである。
【００５８】
　本発明におけるバインダー樹脂（Ｂ）は、アルカリ可溶性感光性樹脂（Ｂ１）以外のそ
の他の樹脂を含むこともできる。
その他の樹脂としては、可視光領域の４００～７００ｎｍの全波長領域において透過率が
好ましくは８０％以上、より好ましくは９５％以上の樹脂が好ましい。たとえば熱可塑性
樹脂、熱硬化性樹脂などがありこれらを単独で、または２種以上混合して用いることがで
きる。また、本発明の着色組成物をアルカリ現像型着色レジスト材の形態で用いる場合に
は、酸性基含有エチレン性不飽和単量体を共重合したアルカリ可溶性樹脂を用いることが
好ましい。
【００５９】
　熱可塑性樹脂としては、例えば、ブチラール樹脂、スチレンーマレイン酸共重合体、塩
素化ポリエチレン、塩素化ポリプロピレン、ポリ塩化ビニル、塩化ビニル－酢酸ビニル共
重合体、ポリ酢酸ビニル、ポリウレタン系樹脂、ポリエステル樹脂、アクリル系樹脂、ア
ルキッド樹脂、ポリスチレン、ポリアミド樹脂、ゴム系樹脂、環化ゴム系樹脂、セルロー
ス類、ポリエチレン、ポリブタジエン、ポリイミド樹脂等が挙げられる。また、熱硬化性
樹脂としては、例えば、エポキシ樹脂、ベンゾグアナミン樹脂、ロジン変性マレイン酸樹
脂、ロジン変性フマル酸樹脂、メラミン樹脂、尿素樹脂、フェノール樹脂等が挙げられる
。
【００６０】
　熱硬化性樹脂は、例えば、ベンゾグアナミン樹脂、ロジン変性マレイン酸樹脂、ロジン
変性フマル酸樹脂、メラミン樹脂、尿素樹脂、及びフェノール樹脂等が挙げられる。
【００６１】
　酸性基含有エチレン性不飽和単量体を共重合したアルカリ可溶性樹脂としては、例えば
、カルボキシル基、スルホン基等の酸性基を有する樹脂が挙げられる。
【００６２】
　アルカリ可溶性樹脂として具体的には、酸性基を有するアクリル樹脂、α－オレフィン
／（無水）マレイン酸共重合体、スチレン／スチレンスルホン酸共重合体、エチレン／（
メタ）アクリル酸共重合体、又はイソブチレン／（無水）マレイン酸共重合体等が挙げら
れる。中でも、酸性基を有するアクリル樹脂、およびスチレン／スチレンスルホン酸共重
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合体から選ばれる少なくとも１種の樹脂、特に酸性基を有するアクリル樹脂は、耐熱性、
透明性が高いため、好適に用いられる。
【００６３】
　バインダー樹脂（Ｂ）は、着色組成物中の顔料（Ａ）１００重量部に対して、２０～４
００重量部、好ましくは５０～２５０重量部の量で用いることができる。
【００６４】
＜顔料分散剤（Ｃ）＞
　顔料（Ａ）をバインダー樹脂（Ｂ）および／または溶剤中に分散する際には、適宜、樹
脂型顔料分散剤、色素誘導体、界面活性剤等の顔料分散剤（Ｃ）を含有させることができ
る。顔料分散剤（Ｃ）は、顔料の分散に優れ、分散後の顔料の再凝集を防止する効果が大
きいので、顔料分散剤（Ｃ）を用いて顔料をバインダー樹脂（Ｂ）および／または溶剤中
に分散してなる着色組成物を用いた場合には、透明性に優れたカラーフィルタが得られる
。
【００６５】
　本発明の着色組成物は、特に、着色組成物の安定性の点で、酸性の樹脂型顔料分散剤を
含むことが好ましい。さらに酸性の樹脂型顔料分散剤と、塩基性の色素誘導体を併用する
事で、着色組成物の流動性、安定性だけでなく、高明度、高コントラスト比の優れたフィ
ルタセグメントが得られるために好ましいものである。
【００６６】
　顔料分散剤（Ｃ）は、顔料（Ａ）１００重量部に対して、０．１～４０重量部、好まし
くは０．１～３０重量部の量で用いることができる。
【００６７】
《樹脂型顔料分散剤》
　樹脂型顔料分散剤としては、顔料に吸着する性質を有する顔料親和性部位と、色素担体
と相溶性のある部位とを有し、顔料に吸着して顔料の色素担体への分散を安定化する働き
をするものである。樹脂型顔料分散剤として具体的には、ポリウレタン、ポリアクリレー
トなどのポリカルボン酸エステル、不飽和ポリアミド、ポリカルボン酸、ポリカルボン酸
（部分）アミン塩、ポリカルボン酸アンモニウム塩、ポリカルボン酸アルキルアミン塩、
ポリシロキサン、長鎖ポリアミノアマイドリン酸塩、水酸基含有ポリカルボン酸エステル
や、これらの変性物、ポリ（低級アルキレンイミン）と遊離のカルボキシル基を有するポ
リエステルとの反応により形成されたアミドやその塩などの油性分散剤、（メタ）アクリ
ル酸－スチレン共重合体、（メタ）アクリル酸－（メタ）アクリル酸エステル共重合体、
スチレン－マレイン酸共重合体、ポリビニルアルコール、ポリビニルピロリドンなどの水
溶性樹脂や水溶性高分子化合物、ポリエステル系、変性ポリアクリレート系、エチレンオ
キサイド／プロピレンオキサイド付加化合物、燐酸エステル系等が用いられ、これらは単
独でまたは２種以上を混合して用いることができる。
【００６８】
　市販の樹脂型分散剤としては、ビックケミー・ジャパン社製のＤｉｓｐｅｒｂｙｋ－１
０１、１０３、１０７、１０８、１１０、１１１、１１２、１１６、１３０、１４０、１
４２、１５４、１６１、１６２、１６３、１６４、１６５、１６６、１７０、１７１、１
７４、１８０、１８１、１８２、１８３、１８４、１８５、１９０、２０００、２００１
、２０２０、２０２５、２０５０、２０７０、２０９５、２１５０、２１５５またはＡｎ
ｔｉ－Ｔｅｒｒａ－Ｕ、２０３、２０４、またはＢＹＫ－Ｐ１０４、Ｐ１０４Ｓ、２２０
Ｓ、６９１９、またはＬａｃｔｉｍｏｎ、Ｌａｃｔｉｍｏｎ－ＷＳまたはＢｙｋｕｍｅｎ
等、日本ルーブリゾール社製のＳＯＬＳＰＥＲＳＥ－３０００、９０００、１３０００、
１３２４０、１３６５０、１３９４０、１６０００、１７０００、１８０００、２０００
０、２１０００、２４０００、２６０００、２７０００、２８０００、３１８４５、３２
０００、３２５００、３２５５０、３３５００、３２６００、３４７５０、３５１００、
３６６００、３８５００、４１０００、４１０９０、５３０９５、５５０００、７６５０
０等、チバ・ジャパン社製のＥＦＫＡ－４６、４７、４８、４５２、４００８、４００９
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、４０１０、４０１５、４０２０、４０４７、４０５０、４０５５、４０６０、４０８０
、４４００、４４０１、４４０２、４４０３、４４０６、４４０８、４３００、４３１０
、４３２０、４３３０、４３４０、４５０、４５１、４５３、４５４０、４５５０、４５
６０、４８００、５０１０、５０６５、５０６６、５０７０、７５００、７５５４、１１
０１、１２０、１５０、１５０１、１５０２、１５０３、等、楠本化成社製のＤＩＳＰＡ
ＲＬＯＮ３６００Ｎ、ＤＩＳＰＡＲＬＯＮ１８５０、味の素ファインテクノ社製のアジス
パーＰＡ１１１、ＰＢ７１１、ＰＢ８２１、ＰＢ８２２、ＰＢ８２４等が挙げられ、これ
らは単独で、または２種以上を混合して用いることができる。
【００６９】
　これらの中でも、酸性官能基を有する樹脂型顔料分散剤である、ビックケミー・ジャパ
ン社製のＤｉｓｐｅｒｂｙｋ－１０８、１１０、１１１、１１２、１１６、１４２、１８
０、２０００、２００１または日本ルーブリゾール社製のＳＯＬＳＰＥＲＳＥ－３０００
、２１０００、２６０００、３６６００、４１０００、またはチバ・ジャパン社製のＥＦ
ＫＡ－４４０１、４５５０または楠本化成社製のＤＩＳＰＡＲＬＯＮ３６００Ｎ、ＤＩＳ
ＰＡＲＬＯＮ１８５０、または味の素ファインテクノ社製のアジスパーＰＡ１１１等が挙
げられるが、これらに限定されるものではない。
【００７０】
《色素誘導体》
　色素誘導体としては、有機顔料、アントラキノン、アクリドンまたはトリアジンに、塩
基性置換基、酸性置換基、または置換基を有していても良いフタルイミドメチル基を導入
した化合物があげられる。
【００７１】
　その構造は、例えば下記一般式（５０）で示される化合物であり、中でも顔料誘導体が
好ましい。
一般式（５０）：
　Ｐ－Ｌｍ
［一般式（５０）中、
Ｐ：有機顔料残基、アントラキノン残基、アクリドン残基またはトリアジン残基
Ｌ：塩基性置換基、酸性置換基、または置換基を有していても良いフタルイミドメチル基
ｍ：１～４の整数である］
　色素誘導体は、例えば、特開昭６３－３０５１７３号公報、特公昭５７－１５６２０号
公報、特公昭５９－４０１７２号公報、特公昭６３－１７１０２号公報、又は特公平５－
９４６９号公報等に記載されているものを使用でき、これらは単独で又は２種類以上を混
合して用いることができる。
【００７２】
　一般式（５０）中、Ｐの有機顔料残基を構成する有機顔料としては、下記のようなもの
が挙げられる。
【００７３】
　Ｐの有機顔料残基を構成する有機顔料としては、例えば、ジケトピロロピロール系顔料
；アゾ、ジスアゾ、ポリアゾ等のアゾ系顔料；銅フタロシアニン、ハロゲン化銅フタロシ
アニン、亜鉛フタロシアニン、ハロゲン化亜鉛フタロシアニン、無金属フタロシアニン等
のフタロシアニン系顔料；アミノアントラキノン、ジアミノジアントラキノン、アントラ
ピリミジン、フラバントロン、アントアントロン、インダントロン、ピラントロン、ビオ
ラントロン等のアントラキノン系顔料；キナクリドン系顔料；ジオキサジン系顔料；ペリ
ノン系顔料；ペリレン系顔料；チオインジゴ系顔料；イソインドリン系顔料；イソインド
リノン系顔料；スレン系顔料；キノフタロン系顔料；ジオキサジン系顔料；金属錯体系顔
料等が挙げられる。
【００７４】
　なかでも、一般式（５０）におけるＬが塩基性置換基である、塩基性置換基を有する色
素誘導体が好ましく使用できる。
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【００７５】
　塩基性置換基を有する色素誘導体を含むことにより、塩基性置換基を有する色素誘導体
なしでは分散の難しい顔料の場合も、分散性、流動性、保存安定性に優れた顔料組成物と
することができ好ましい。酸性樹脂型分散剤と塩基性置換基を有する色素誘導体との相乗
効果で顔料を効果的に分散し、流動性、保存安定性に優れた顔料組成物とせしめることが
できる。
【００７６】
　塩基性置換基のなかでも、好ましくは、Ｌが、一般式（５１）、（５２）、及び（５３
）で示される群から選ばれる置換基である。
一般式（５１）：
【００７７】
【化３】

一般式（５２）：
【００７８】

【化４】

一般式（５３）：
【００７９】
【化５】

［一般式（５１）～（５３）中、
Ｘは、－ＳＯ2－、－ＣＯ－、－ＣＨ2－、－ＣＨ2ＮＨＣＯＣＨ2－、－ＣＨ2ＮＨＳＯ2Ｃ
Ｈ2－、又は直接結合であり、
Ｙは、－ＮＨ－、－Ｏ－、又は直接結合であり、
ｋは、１～１０の整数であり、



(14) JP 5760596 B2 2015.8.12

10

20

30

40

50

Ｙ1は、－ＮＨ－、－ＮＲ58－Ｚ－ＮＲ59－、又は直接結合であり、
　Ｒ58、及びＲ59は、それぞれ独立に、水素結合、置換基を有しても良い炭素数１～３６
のアルキル基、置換基を有しても良い炭素数２～３６のアルケニル基、又は置換基を有し
ても良いフェニル基であり、
　Ｚは、置換基を有しても良いアルキレン基、又は置換基を有しても良いアリーレン基で
あり、
　Ｒ50、Ｒ51は、それぞれ独立に、水素原子、置換基を有しても良い炭素数１～３０のア
ルキル基、置換基を有しても良い炭素数２～３０のアルケニル基、又はＲ50とＲ51とが一
体となって更なる窒素、酸素、若しくは硫黄原子を含む、置換基を有しても良い複素環で
あり、
　Ｒ52、Ｒ53、Ｒ54、及びＲ55は、それぞれ独立に、水素原子、置換基を有しても良い炭
素数１～２０のアルキル基、置換基を有しても良い炭素数２～２０のアルケニル基、置換
基を有しても良い炭素数６～２０のアリーレン基であり、
　Ｒ56は、水素原子、置換基を有しても良い炭素数１～２０のアルキル基、置換基を有し
ても良い炭素数２～２０のアルケニル基であり、
　Ｒ57は、上記一般式（５１）で示される置換基、又は上記一般式（５２）で示される置
換基であり、
　Ｑは、水酸基、アルコキシル基、上記一般式（５１）で示される置換基、又は上記一般
式（５２）で示される置換基である。］
【００８０】
　一般式（５１）～（５３）で示される置換基を形成するために使用されるアミン成分と
しては、例えば、ジメチルアミン、ジエチルアミン、メチルエチルアミン、Ｎ，Ｎ－エチ
ルイソプロピルアミン、Ｎ，Ｎ－エチルプロピルアミン、Ｎ，Ｎ－メチルブチルアミン、
Ｎ，Ｎ－メチルイソブチルアミン、Ｎ，Ｎ－ブチルエチルアミン、Ｎ，Ｎ－ｔｅｒｔ－ブ
チルエチルアミン、ジイソプロピルアミン、ジプロピルアミン、Ｎ，Ｎ－ｓｅｃ－ブチル
プロピルアミン、ジブチルアミン、ジ－ｓｅｃ－ブチルアミン、ジイソブチルアミン、Ｎ
，Ｎ－イソブチル－ｓｅｃ－ブチルアミン、ジアミルアミン、ジイソアミルアミン、ジヘ
キシルアミン、ジシクロヘキシルアミン、ジ（２－エチルへキシル）アミン、ジオクチル
アミン、Ｎ，Ｎ－メチルオクタデシルアミン、ジデシルアミン、ジアリルアミン、Ｎ，Ｎ
－エチル－１，２－ジメチルプロピルアミン、Ｎ，Ｎ－メチルヘキシルアミン、ジオレイ
ルアミン、ジステアリルアミン、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノメチルアミン、Ｎ，Ｎ－ジメチ
ルアミノエチルアミン、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノアミルアミン、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノ
ブチルアミン、Ｎ，Ｎ－ジエチルアミノエチルアミン、Ｎ，Ｎ－ジエチルアミノプロピル
アミン、Ｎ，Ｎ－ジエチルアミノヘキシルアミン、Ｎ，Ｎ－ジエチルアミノブチルアミン
、Ｎ，Ｎ－ジエチルアミノペンチルアミン、Ｎ，Ｎ－ジプロピルアミノブチルアミン、Ｎ
，Ｎ－ジブチルアミノプロピルアミン、Ｎ，Ｎ－ジブチルアミノエチルアミン、Ｎ，Ｎ－
ジブチルアミノブチルアミン、Ｎ，Ｎ－ジイソブチルアミノペンチルアミン、Ｎ，Ｎ－メ
チルーラウリルアミノプロピルアミン、Ｎ，Ｎ－エチルーヘキシルアミノエチルアミン、
Ｎ，Ｎ－ジステアリルアミノエチルアミン、Ｎ，Ｎ－ジオレイルアミノエチルアミン、Ｎ
，Ｎ－ジステアリルアミノブチルアミン、ピペリジン、２－ピペコリン、３－ピペコリン
、４－ピペコリン、２，４－ルペチジ ン、２，６－ルペチジン、３，５－ルペチジン、
３－ピペリジンメタノール、ピペコリン酸、イソニペコチン酸、イソニペコチン酸メチル
、イソニペコチン酸エチル、２－ピペリジンエタノール、ピロリジン、３－ヒドロキシピ
ロリジン、Ｎ－アミノエチルピペリジン、Ｎ－アミノエチル－４－ピペコリン、Ｎ－アミ
ノエ チルモルホリン、Ｎ－アミノプロピルピペリジン、Ｎ－アミノプロピル－２－ピペ
コリン、Ｎ－アミノプロピル－４－ピペコリン、Ｎ－アミノプロピルモルホリン、Ｎ－メ
チルピペラジン、Ｎ－ブチルピペラジン、Ｎ－メチルホモピペラジン、１－シクロペンチ
ルピペラジン、１－アミノ－４－メチルピペラジン、１－シクロペンチルピペラジン等が
挙げられる。
【００８１】
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　本発明の塩基性置換基を有する色素誘導体、は、種々の合成経路で合成することができ
る。例えば、有機色素に式（５４）～（５７）で示される置換基を導入した後、上記置換
基と反応して式（５１）～（５３）で示される置換基を形成する上記アミン成分、例えば
、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノプロピルアミン、Ｎ－メチルピペラジン、ジエチルアミン、又
は４－［４－ヒドロキシ－６－［３－（ジブチルアミノ）プロピルアミノ］－１，３，５
－トリアジン－２－イルアミノ］アニリン等を反応させることによって得られる。
式（５４）： －ＳＯ2Ｃｌ
式（５５）： －ＣＯＣｌ
式（５６）： －ＣＨ2ＮＨＣＯＣＨ2Ｃｌ
式（５７）： －ＣＨ2Ｃｌ
　式（５４）～（５６）の置換基と上記アミン成分との反応時、式（５４）～（５７）の
置換基の一部が加水分解して、塩素が水酸基に置換したものが混在していてもよい。その
場合、式（５４）、及び式（５５）は、それぞれ、スルホン酸基、及びカルボン酸基とな
るが、何れも遊離酸のままでもよく、又、１～３価の金属又は上記のモノアミンとの塩で
あってもよい。
【００８２】
　又、有機色素がアゾ系色素である場合は、一般式（５１）～（５３）で示される置換基
をあらかじめジアゾ成分またはカップリング成分に導入し、その後カップリング反応を行
うことによってアゾ系顔料誘導体を製造することもできる。
【００８３】
　本発明の塩基性置換基を有するトリアジン誘導体は、種々の合成経路で合成することが
できる。例えば、塩化シアヌルを出発原料とし、塩化シアヌルの少なくとも１つの塩素に
一般式（５１）～（５３）で示される置換基を形成するアミン成分、例えば、Ｎ，Ｎ－ジ
メチルアミノプロピルアミンまたはＮ－メチルピペラジン等を反応させ、次いで塩化シア
ヌルの残りの塩素と種々のアミンまたはアルコール等を反応させることによって得られる
。
【００８４】
《界面活性剤》
　界面活性剤としては、ポリオキシエチレンアルキルエーテル硫酸塩、ドデシルベンゼン
スルホン酸ナトリウム、スチレン－アクリル酸共重合体のアルカリ塩、アルキルナフタリ
ンスルホン酸ナトリウム、アルキルジフェニルエーテルジスルホン酸ナトリウム、ラウリ
ル硫酸モノエタノールアミン、ラウリル硫酸トリエタノールアミン、ラウリル硫酸アンモ
ニウム、ステアリン酸モノエタノールアミン、ステアリン酸ナトリウム、ラウリル硫酸ナ
トリウム、スチレン－アクリル酸共重合体のモノエタノールアミン、ポリオキシエチレン
アルキルエーテルリン酸エステルなどのアニオン性界面活性剤；ポリオキシエチレンオレ
イルエーテル、ポリオキシエチレンラウリルエーテル、ポリオキシエチレンノニルフェニ
ルエーテル、ポリオキシエチレンアルキルエーテルリン酸エステル、ポリオキシエチレン
ソルビタンモノステアレート、ポリエチレングリコールモノラウレートなどのノニオン性
界面活性剤；アルキル４級アンモニウム塩やそれらのエチレンオキサイド付加物などのカ
オチン性界面活性剤；アルキルジメチルアミノ酢酸ベタインなどのアルキルベタイン、ア
ルキルイミダゾリンなどの両性界面活性剤が挙げられ、これらは単独で、または２種以上
を混合して用いることができる。
【００８５】
＜溶剤＞
　溶剤は、顔料（Ａ）を十分にバインダー樹脂（Ｂ）中に分散させ、ガラス基板等の基板
上に本発明の着色組成物を乾燥膜厚が０．２～５μｍとなるように塗布してフィルタセグ
メントを形成することを容易にするために用いられる。
【００８６】
　溶剤としては、１,２,３－トリクロロプロパン、１,３-ブチレングリコール、１,３-ブ
チレングリコールジアセテート、１,４－ジオキサン、２－ヘプタノン、２－メチル－１,
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３－プロパンジオール、３,５,５-トリメチル-２-シクロヘキセン-１-オン、３,３,５－
トリメチルシクロヘキサノン、３－エトキシプロピオン酸エチル、３－メチル－１,３－
ブタンジオール、３－メトキシ－３－メチル－１－ブタノール、３－メトキシ－３－メチ
ルブチルアセテート、３-メトキシブタノール、３－メトキシブチルアセテート、４－ヘ
プタノン、ｍ－キシレン、ｍ－ジエチルベンゼン、ｍ－ジクロロベンゼン、Ｎ，Ｎ－ジメ
チルアセトアミド、Ｎ，Ｎ－ジメチルホルムアミド、ｎ－ブチルアルコール、ｎ－ブチル
ベンゼン、ｎ－プロピルアセテート、Ｎ－メチルピロリドン、o－キシレン、o－クロロト
ルエン、ｏ－ジエチルベンゼン、ｏ－ジクロロベンゼン、Ｐ－クロロトルエン、Ｐ－ジエ
チルベンゼン、ｓｅＣ－ブチルベンゼン、ｔｅｒｔ－ブチルベンゼン、γ―ブチロラクト
ン、イソブチルアルコール、イソホロン、エチレングリコールジエチルエーテル、エチレ
ングリコールジブチルエーテル、エチレングリコールモノイソプロピルエーテル、エチレ
ングリコールモノエチルエーテル、エチレングリコールモノエチルエーテルアセテート、
エチレングリコールモノターシャリーブチルエーテル、エチレングリコールモノブチルエ
ーテル、エチレングリコールモノブチルエーテルアセテート、エチレングリコールモノプ
ロピルエーテル、エチレングリコールモノヘキシルエーテル、エチレングリコールモノメ
チルエーテル、エチレングリコールモノメチルエーテルアセテート、ジイソブチルケトン
、ジエチレングリコールジエチルエーテル、ジエチレングリコールジメチルエーテル、ジ
エチレングリコールモノイソプロピルエーテル、ジエチレングリコールモノエチルエーテ
ルアセテート、ジエチレングリコールモノブチルエーテル、ジエチレングリコールモノブ
チルエーテルアセテート、ジエチレングリコールモノメチルエーテル、シクロヘキサノー
ル、シクロヘキサノールアセテート、シクロヘキサノン、ジプロピレングリコールジメチ
ルエーテル、ジプロピレングリコールメチルエーテルアセテート、ジプロピレングリコー
ルモノエチルエーテル、ジプロピレングリコールモノブチルエーテル、ジプロピレングリ
コールモノプロピルエーテル、ジプロピレングリコールモノメチルエーテル、ダイアセト
ンアルコール、トリアセチン、トリプロピレングリコールモノブチルエーテル、トリプロ
ピレングリコールモノメチルエーテル、プロピレングリコールジアセテート、プロピレン
グリコールフェニルエーテル、プロピレングリコールモノエチルエーテル、プロピレング
リコールモノエチルエーテルアセテート、プロピレングリコールモノブチルエーテル、プ
ロピレングリコールモノプロピルエーテル、プロピレングリコールモノメチルエーテル、
プロピレングリコールモノメチルエーテルアセテート、プロピレングリコールモノメチル
エーテルプロピオネート、ベンジルアルコール、メチルイソブチルケトン、メチルシクロ
ヘキサノール、酢酸ｎ－アミル、酢酸ｎ－ブチル、酢酸イソアミル、酢酸イソブチル、酢
酸プロピル、及び二塩基酸エステル等が挙げられる。
【００８７】
　これらの溶剤は、１種を単独で、または必要に応じて任意の比率で２種以上混合して用
いることができる。
【００８８】
　溶剤の含有量は、顔料（Ａ）１００重量部に対し、８００～４０００重量部の量で用い
ることが、着色組成物を適正な粘度に調節し、目的とする均一な膜厚のフィルタセグメン
トを形成できることから好ましい。
【００８９】
＜光重合開始剤（Ｄ）＞
　本発明の感光性着色組成物には、該組成物を紫外線照射により硬化させ、フォトリソグ
ラフィー法によりフィルタセグメントを形成するために、光重合開始剤（Ｄ）を加えて溶
剤現像型あるいはアルカリ現像型感光性着色組成物の形態で調製することができる。
【００９０】
　光重合開始剤（Ｄ）としては、４－フェノキシジクロロアセトフェノン、４－ｔ－ブチ
ル－ジクロロアセトフェノン、ジエトキシアセトフェノン、１－（４－イソプロピルフェ
ニル）－２－ヒドロキシ－２－メチルプロパン－１－オン、１－ヒドロキシシクロヘキシ
ルフェニルケトン、２－メチル－１－［４－（メチルチオ）フェニル］－２－モルフォリ
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ノプロパン－１－オン、２－（ジメチルアミノ）－２－［（４－メチルフェニル）メチル
］－１－［４－（４－モルフォリニル）フェニル］－１－ブタノン、又は２－ベンジル－
２－ジメチルアミノ－１－（４－モルフォリノフェニル）－ブタン－１－オン等のアセト
フェノン系化合物；ベンゾイン、ベンゾインメチルエーテル、ベンゾインエチルエーテル
、ベンゾインイソプロピルエーテル、又はベンジルジメチルケタール等のベンゾイン系化
合物；ベンゾフェノン、ベンゾイル安息香酸、ベンゾイル安息香酸メチル、４－フェニル
ベンゾフェノン、ヒドロキシベンゾフェノン、アクリル化ベンゾフェノン、４－ベンゾイ
ル－４’－メチルジフェニルサルファイド、又は３，３’，４，４’－テトラ（ｔ－ブチ
ルパーオキシカルボニル）ベンゾフェノン等のベンゾフェノン系化合物；チオキサントン
、２－クロルチオキサントン、２－メチルチオキサントン、イソプロピルチオキサントン
、２，４－ジイソプロピルチオキサントン、又は２，４－ジエチルチオキサントン等のチ
オキサントン系化合物；２，４，６－トリクロロ－ｓ－トリアジン、２－フェニル－４，
６－ビス（トリクロロメチル）－ｓ－トリアジン、２－（ｐ－メトキシフェニル）－４，
６－ビス（トリクロロメチル）－ｓ－トリアジン、２－（ｐ－トリル）－４，６－ビス（
トリクロロメチル）－ｓ－トリアジン、２－ピペロニル－４，６－ビス（トリクロロメチ
ル）－ｓ－トリアジン、２，４－ビス（トリクロロメチル）－６－スチリル－ｓ－トリア
ジン、２－（ナフト－１－イル）－４，６－ビス（トリクロロメチル）－ｓ－トリアジン
、２－（４－メトキシ－ナフト－１－イル）－４，６－ビス（トリクロロメチル）－ｓ－
トリアジン、２，４－トリクロロメチル－（ピペロニル）－６－トリアジン、又は２，４
－トリクロロメチル－（４’－メトキシスチリル）－６－トリアジン等のトリアジン系化
合物；エタノン，１－［９－エチル－６－（２－メチルベンゾイル）－９Ｈ－カルバゾー
ル－３－イル］－，１－（０－アセチルオキシム）、１，２－オクタジオン－１－［４－
（フェニルチオ）－、２－（Ｏ－ベンゾイルオキシム）］等のオキシムエステル系化合物
；ビス（２，４，６－トリメチルベンゾイル）フェニルホスフィンオキサイド、又は２，
４，６－トリメチルベンゾイルジフェニルホスフィンオキサイド等のホスフィン系化合物
；９，１０－フェナンスレンキノン、カンファーキノン、エチルアントラキノン等のキノ
ン系化合物；　ボレート系化合物；　カルバゾール系化合物；イミダゾール系化合物；あ
るいは、チタノセン系化合物等が用いられる。
【００９１】
　これらの光重合開始剤は、１種を単独で、または必要に応じて任意の比率で２種以上混
合して用いることができる。
【００９２】
　これらのなかでも、光重合開始剤（Ｄ）として、アセトフェノン系化合物、ホスフィン
系化合物、イミダゾール系化合物、およびオキシムエステル系化合物からなる群より選ば
れる少なくとも１種類以上の光重合開始剤（Ｄ１）を含むことが好ましい。
【００９３】
　これらの光重合開始剤（Ｄ１）を含むことで、フィルタセグメントのパターン形状、お
よび直線性がより良好なものとなる。
【００９４】
　光重合開始剤（Ｄ）の含有量は、顔料（Ａ）１００重量部に対し、５～２００重量部で
あることが好ましく、光硬化性及び現像性の観点から１０～１５０重量部であることがよ
り好ましい。
【００９５】
＜増感剤＞
　さらに、本発明のカラーフィルタ用着色組成物には、増感剤を含有させることができる
。
　増感剤としては、カルコン誘導体、ジベンザルアセトン等に代表される不飽和ケトン類
、ベンジルやカンファーキノン等に代表される１，２－ジケトン誘導体、ベンゾイン誘導
体、フルオレン誘導体、ナフトキノン誘導体、アントラキノン誘導体、キサンテン誘導体
、チオキサンテン誘導体、キサントン誘導体、チオキサントン誘導体、クマリン誘導体、
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ケトクマリン誘導体、シアニン誘導体、メロシアニン誘導体、オキソノ－ル誘導体等のポ
リメチン色素、アクリジン誘導体、アジン誘導体、チアジン誘導体、オキサジン誘導体、
インドリン誘導体、アズレン誘導体、アズレニウム誘導体、スクアリリウム誘導体、ポル
フィリン誘導体、テトラフェニルポルフィリン誘導体、トリアリールメタン誘導体、テト
ラベンゾポルフィリン誘導体、テトラピラジノポルフィラジン誘導体、フタロシアニン誘
導体、テトラアザポルフィラジン誘導体、テトラキノキサリロポルフィラジン誘導体、ナ
フタロシアニン誘導体、サブフタロシアニン誘導体、ピリリウム誘導体、チオピリリウム
誘導体、テトラフィリン誘導体、アヌレン誘導体、スピロピラン誘導体、スピロオキサジ
ン誘導体、チオスピロピラン誘導体、金属アレーン錯体、有機ルテニウム錯体、又はミヒ
ラーケトン誘導体、α－アシロキシエステル、アシルフォスフィンオキサイド、メチルフ
ェニルグリオキシレート、ベンジル、９，１０－フェナンスレンキノン、カンファーキノ
ン、エチルアンスラキノン、４，４’－ジエチルイソフタロフェノン、３，３’，又は４
，４’－テトラ（ｔ－ブチルパーオキシカルボニル）ベンゾフェノン、４，４’－ジエチ
ルアミノベンゾフェノン等が挙げられる。
【００９６】
　これらの増感剤は、１種を単独で、または必要に応じて任意の比率で２種以上混合して
用いることができる。
【００９７】
　さらに具体的には、大河原信ら編、「色素ハンドブック」（１９８６年、講談社）、大
河原信ら編、「機能性色素の化学」（１９８１年、シーエムシー）、池森忠三朗ら編、及
び「特殊機能材料」（１９８６年、シーエムシー）に記載の増感剤が挙げられるがこれら
に限定されるものではない。また、その他、紫外から近赤外域にかけての光に対して吸収
を示す増感剤を含有させることもできる。
【００９８】
　増感剤の含有量は、着色組成物中に含まれる光重合開始剤（Ｄ）１００重量部に対し、
３～６０重量部であることが好ましく、光硬化性、現像性の観点から５～５０重量部であ
ることがより好ましい。
【００９９】
＜光重合性化合物＞
　本発明に用いる光重合性化合物には、紫外線や熱などにより硬化して樹脂を生成するモ
ノマーもしくはオリゴマーが含まれる。
【０１００】
　光重合性化合物としては、例えば、メチル（メタ）アクリレート、エチル（メタ）アク
リレート、エチル（メタ）アクリレート、２－ヒドロキシエチル（メタ）アクリレート、
２－ヒドロキシプロピル（メタ）アクリレート、シクロヘキシル（メタ）アクリレート、
β－カルボキシエチル（メタ）アクリレート、ポリエチレングリコールジ（メタ）アクリ
レート、１，６－ヘキサンジオールジ（メタ）アクリレート、トリエチレングリコールジ
（メタ）アクリレート、トリプロピレングリコールジ（メタ）アクリレート、トリメチロ
ールプロパントリ（メタ）アクリレート、ペンタエリスリトールトリ（メタ）アクリレー
ト、１, ６－ヘキサンジオールジグリシジルエーテルジ（メタ）アクリレート、ビスフェ
ノールＡジグリシジルエーテルジ（メタ）アクリレート、ネオペンチルグリコールジグリ
シジルエーテルジ（メタ）アクリレート、ジペンタエリスリトールヘキサ（メタ）アクリ
レート、トリシクロデカニル（メタ）アクリレート、エステルアクリレート、メチロール
化メラミンの（メタ）アクリル酸エステル、エポキシ（メタ）アクリレート、ウレタンア
クリレート等の各種アクリル酸エステルおよびメタクリル酸エステル、（メタ）アクリル
酸、スチレン、酢酸ビニル、ヒドロキシエチルビニルエーテル、エチレングリコールジビ
ニルエーテル、ペンタエリスリトールトリビニルエーテル、（メタ）アクリルアミド、Ｎ
－ヒドロキシメチル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－ビニルホルムアミド、アクリロニトリ
ル等が挙げられる。これらは、単独でまたは２種類以上混合して用いることができる。
【０１０１】
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　これらの光重合性化合物は、１種を単独で、または必要に応じて任意の比率で２種以上
混合して用いることができる。
【０１０２】
　光重合性単量体（Ｃ）の含有量は、顔料（Ａ）１００重量部に対し、１０～３００重量
部であることが好ましく、光硬化性および現像性の観点から１０～２００重量部であるこ
とがより好ましい。
【０１０３】
＜多官能チオール＞
　本発明の着色組成物は、多官能チオール（Ｆ）を含有することができる。多官能チオー
ルは、チオール（ＳＨ）基を２個以上有する化合物である。
　多官能チオールは上述の光重合開始剤（Ｄ）とともに使用することにより、光照射後の
ラジカル重合過程において、連鎖移動剤として働き、酸素による重合阻害を受けにくいチ
イルラジカルが発生するので、得られる感光性着色組成物は高感度となる。特にＳＨ基が
メチレン、エチレン基等の脂肪族基に結合した多官能脂肪族チオールが好ましい。
【０１０４】
　多官能チオールとしては、例えば、ヘキサンジチオール 、デカンジチオール 、１，４
－ブタンジオールビスチオプロピオネート、１，４－ブタンジオールビスチオグリコレー
ト、エチレングリコールビスチオグリコレート、エチレングリコールビスチオプロピオネ
ート、トリメチロールプロパントリスチオグリコレート、トリメチロールプロパントリス
チオプロピオネート、トリメチロールエタントリス（３－メルカプトブチレート）、トリ
メチロールプロパントリス（３－メルカプトブチレート）、トリメチロールプロパントリ
ス（３－メルカプトプロピオネート）、ペンタエリスリトールテトラキスチオグリコレー
ト、ペンタエリスリトールテトラキスチオプロピオネート、ペンタエリスリトールテトラ
キス（３－メルカプトプロピオネート）、ジペンタエリスリトールヘキサキス（３－メル
カプトプロピオネート）、トリメルカプトプロピオン酸トリス（２－ヒドロキシエチル）
イソシアヌレート、１，４－ジメチルメルカプトベンゼン、２、４、６－トリメルカプト
－ｓ－トリアジン、２－（Ｎ，Ｎ－ジブチルアミノ）－４，６－ジメルカプト－ｓ－トリ
アジンなどが挙げられる。
【０１０５】
　これらの多官能チオールは、１種を単独で、または必要に応じて任意の比率で２種以上
混合して用いることができる。
【０１０６】
　多官能チオールの含有量は、顔料（Ａ）１００重量部に対して０．０５～１００重量部
が好ましく、より好ましくは１．０～５０．０重量部である。
【０１０７】
　多官能チオールを０．０５重量部以上用いることで、より良い現像耐性を得ることがで
きる。チオール（ＳＨ）基が１個の単官能チオールを用いた場合には、このような現像耐
性の向上は得られない。
【０１０８】
＜紫外線吸収剤＞
　本発明の感光性着色組成物は、紫外線吸収剤を含有することができる。紫外線吸収剤を
含有することで、パターンの形状と解像性を制御することができる。
【０１０９】
　紫外線吸収剤としては、例えば２－［４－［（２－ヒドロキシ－３－（ドデシルおよび
トリデシル）オキシプロピル）オキシ］－２－ヒドロキシフェニル］－４，６－ビス（２
，４－ジメチルフェニル）－１，３，５－トリアジン、２－（２－ヒドロキシ－４－［１
－オクチルオキシカルボニルエトキシ］フェニル）－４，６－ビス（４－フェニルフェニ
ル）－１，３，５－トリアジン等のヒドロキシフェニルトリアジン系、２－（５－メチル
－２－ヒドロキシフェニル）ベンゾトリアゾール、２－（２Ｈ－ベンゾトリアゾール－２
－イル）－４，６－ビス（１－メチル－１－フェニルエチル）フェノール、２－（３－ｔ
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ブチル－５－メチル－２－ヒドロキシフェニル）－５－クロロベンゾトリアゾール等のベ
ンゾトリアゾール系、２，４－ジヒドロキシベンゾフェノン、２－ヒドロキシ－４－オク
トキシベンゾフェノン、２，２’，４，４’－テトラヒドロキシベンゾフェノン等のベン
ゾフェノン系、フェニルサリチレート、ｐ－ｔｅｒｔ－ブチルフェニルサリチレート等の
サリチレート系、エチル－２－シアノ－３，３’－ジフェニルアクリレート等のシアノア
クリレート系、２，２，６，６，－テトラメチルピペリジン－１－オキシル（トリアセト
ン－アミン－Ｎ－オキシル）、ビス（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）
－セバケート、ポリ［［６－［（１，１，３，３－テトラブチル）アミノ］－１，３，５
－トリアジン－２，４－ジイル］［（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジニル
）イミノ］等のヒンダードアミン系等が挙げられる。
【０１１０】
　これらの紫外線吸収剤は、１種を単独で、または必要に応じて任意の比率で２種以上混
合して用いることができる。
【０１１１】
　紫外線吸収剤の含有量は、顔料（Ｄ）１００重量部に対して、０．０１～２０重量部、
好ましくは０．０５～１０重量部の量で用いることができる。
　紫外線吸収剤を０．０１重量部以上用いることで、より良い解像度を得ることができる
。
【０１１２】
＜重合禁止剤＞
　本発明の感光性着色組成物は、重合禁止剤を含有することができる。重合禁止剤を含有
することで、パターンの形状と解像性を制御することができる。
【０１１３】
　重合禁止剤としては、例えばメチルハイドロキノン、ｔ－ブチルハイドロキノン、２，
５－ジ－ｔ－ブチルハイドロキノン、４－ベンゾキノン、４－メトキシフェノール、４－
メトキシ－１－ナフトール、ｔ－ブチルカテコールなどのハイドロキノン誘導体およびフ
ェノール化合物、フェノチアジン、ビス－（１－ジメチルベンジル）フェノチアジン、３
，７－ジオクチルフェノチアジン等のアミン化合物、ジブチルジチオカルバミン酸銅、ジ
エチルジチオカルバミン酸銅、ジエチルジチオカルバミン酸マンガン、ジフェニルジチオ
カルバミン酸マンガン等の銅およびマンガン塩化合物、４－ニトロソフェノール、Ｎ－ニ
トロソジフェニルアミン、Ｎ－ニトロソシクロヘキシルヒドロキシルアミン、Ｎ－ニトロ
ソフェニルヒドロキシルアミン等のニトロソ化合物およびそのアンモニウム塩またはアル
ミニウム塩等が挙げられる。
【０１１４】
　これらの重合禁止剤は、１種を単独で、または必要に応じて任意の比率で２種以上混合
して用いることができる。
【０１１５】
　重合禁止剤の含有量は、顔料（Ｄ）１００重量部に対して、０．０１～２０重量部、好
ましくは０．０５～１０重量部の量で用いることができる。
　重合禁止剤を０．０１重量部以上用いることで、より良い解像度を得ることができる。
【０１１６】
＜貯蔵安定剤＞
　本発明の着色組成物は、貯蔵安定剤を含有することができる。貯蔵安定剤を含有するこ
とで、組成物の経時粘度を安定化させることができる。
【０１１７】
　貯蔵安定剤としては、例えば２，６－ビス（１，１－ジメチルエチル）－４－メチルフ
ェノール、ペンタエリスチリル－テトラキス［３－（３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒド
ロキシフェニル）プロピオネート］、２，４－ビス－（ｎ－オクチルチオ）－６－（４－
ヒドロキシ－３，５－ジ－ｔ－ブチルアニリノ）１，３，５－トリアジン等のヒンダード
フェノール系、テトラエチルホスフィン、トリフェニルホスフィン、テトラフェニルフォ
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スフィン等の有機ホスフィン系、ジメチルジチオリン酸亜鉛、ジプロピルジチオリン酸亜
鉛、ジブチルジチオリン酸モリブデン等の亜リン酸塩系、ドデシルスルフィド、ベンゾチ
オフェンなどのイオウ系、ベンジルトリメチルクロライド、ジエチルヒドロキシアミンな
どの４級アンモニウムクロライド、乳酸、シュウ酸などの有機酸およびそのメチルエーテ
ル等が挙げられる。
【０１１８】
　これらの貯蔵安定剤は、１種を単独で、または必要に応じて任意の比率で２種以上混合
して用いることができる。
【０１１９】
　貯蔵安定剤の含有量は、顔料（Ｄ）１００重量部に対して、０．０１～２０重量部、好
ましくは０．０５～１０重量部の量で用いることができる。
　貯蔵安定剤を０．０１重量部以上用いることで、着色組成物の経時安定性が向上する。
【０１２０】
＜その他の成分＞
　本発明の感光性着色組成物には、透明基板との密着性を高めるためにシランカップリン
グ剤等の密着向上剤、または溶存している酸素を還元する働きのあるアミン系化合物を含
有させることができる。
【０１２１】
　密着向上剤としては、例えばビニルトリス（β－メトキシエトキシ）シラン、ビニルエ
トキシシラン、ビニルトリメトキシシラン等のビニルシラン類、γ－メタクリロキシプロ
ピルトリメトキシシラン等の（メタ）アクリルシラン類、β－（３，４－エポキシシクロ
ヘキシル）エチルトリメトキシシラン、β－（３，４－エポキシシクロヘキシル）メチル
トリメトキシシラン、β－（３，４－エポキシシクロヘキシル）エチルトリエトキシシラ
ン、β－（３，４－エポキシシクロヘキシル）メチルトリエトキシシラン、γ－グリシド
キシプロピルトリメトキシシラン、γ－グリシドキシプロピルトリエトキシシラン等のエ
ポキシシラン類、Ｎ－β（アミノエチル）γ－アミノプロピルトリメトキシシラン、Ｎ－
β（アミノエチル）γ－アミノプロピルトリエトキシシラン、Ｎ－β（アミノエチル）γ
－アミノプロピルメチルジエトキシシシラン、γ－アミノプロピルトリエトキシシラン、
γ－アミノプロピルトリメトキシシラン、Ｎ－フェニル－γ－アミノプロピルトリメトキ
シシラン、Ｎ－フェニル－γ－アミノプロピルトリエトキシシラン等のアミノシラン類、
γ－メルカプトプロピルトリメトキシシラン、γ－メルカプトプロピルトリエトキシシラ
ン等のチオシラン類等のシランカップリング剤が挙げられる。
【０１２２】
　これらの密着向上剤は、１種を単独で、または必要に応じて任意の比率で２種以上混合
して用いることができる。
【０１２３】
　密着向上剤は、顔料（Ｄ）１００重量部に対して、０．０１～１０重量部、好ましくは
０．０５～５重量部の量で用いることができる。
【０１２４】
　アミン系化合物としては、トリエタノールアミン、メチルジエタノールアミン、トリイ
ソプロパノールアミン、４－ジメチルアミノ安息香酸メチル、４－ジメチルアミノ安息香
酸エチル、４－ジメチルアミノ安息香酸イソアミル、安息香酸２－ジメチルアミノエチル
、４－ジメチルアミノ安息香酸２－エチルヘキシル、Ｎ，Ｎ－ジメチルパラトルイジン等
が挙げられる。
【０１２５】
　これらのアミン系化合物は、１種を単独で、または必要に応じて任意の比率で２種以上
混合して用いることができる。
【０１２６】
＜感光性着色組成物の製法＞
　本発明の感光性着色組成物は、顔料（Ａ）をバインダー樹脂（Ｂ）などの色素担体およ
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び／または溶剤中に、好ましくは顔料分散剤と一緒に、三本ロールミル、二本ロールミル
、サンドミル、ニーダー、アトライター等の各種分散手段を用いて微細に分散して顔料分
散体を製造し、該顔料分散体に光重合開始剤（Ｄ）、バインダー樹脂（Ｂ）、光重合性化
合物、場合によって増感剤（Ｅ）、多官能チオール、紫外線吸収剤、重合禁止剤、貯蔵安
定剤、溶剤、その他成分を混合攪拌して製造することができる。また、２種以上の顔料を
含む着色組成物は、各顔料分散体を別々に色素担体および／または溶剤中に微細に分散し
たものを混合し、さらに光重合開始剤（Ｄ）や光重合性化合物等を混合攪拌して製造する
ことができる。
【０１２７】
＜粗大粒子の除去＞
　感光性着色組成物は、遠心分離、焼結フィルタ、メンブレンフィルタ等の手段にて、５
μｍ以上の粗大粒子、好ましくは１μｍ以上の粗大粒子、さらに好ましくは０．５μｍ以
上の粗大粒子および混入した塵の除去を行うことが好ましい。
【０１２８】
＜カラーフィルタ＞
　次に、本発明のカラーフィルタについて説明する。
　本発明のカラーフィルタは、透明基板上に、本発明の着色組成物から形成されるフィル
タセグメントを備えるものであり、一般的なカラーフィルタは、少なくとも１つの赤色フ
ィルタセグメント、少なくとも１つの緑色フィルタセグメント、および少なくとも１つの
青色フィルタセグメントを具備、または少なくとも１つのマゼンタ色フィルタセグメント
、少なくとも１つのシアン色フィルタセグメント、および少なくとも１つのイエロー色フ
ィルタセグメントを具備する。
【０１２９】
　透明基板としては、ソーダ石灰ガラス、低アルカリ硼珪酸ガラス、無アルカリアルミノ
硼珪酸ガラスなどのガラス板や、ポリカーボネート、ポリメタクリル酸メチル、ポリエチ
レンテレフタレートなどの樹脂板が用いられる。また、ガラス板や樹脂板の表面には、パ
ネル化後の液晶駆動のために、酸化インジウム、酸化錫などからなる透明電極が形成され
ていてもよい。
【０１３０】
　フィルタセグメントの乾燥膜厚は、０．２～１０μｍであることが好ましく、より好ま
しくは０．２～５μｍである。塗布膜を乾燥させる際には、減圧乾燥機、コンベクション
オーブン、ＩＲオーブン、ホットプレート等を使用してもよい。
【０１３１】
　フォトリソグラフィー法による各色フィルタセグメントの形成は、下記の方法で行う。
すなわち、溶剤現像型あるいはアルカリ現像型着色レジスト材として調製した感光性着色
組成物を、透明基板上に、スプレーコートやスピンコート、スリットコート、ロールコー
ト等の塗布方法により、乾燥膜厚が０．２～１０μｍとなるように塗布する。必要により
乾燥された膜には、この膜と接触あるいは非接触状態で設けられた所定のパターンを有す
るマスクを通して紫外線露光を行う。
【０１３２】
　その後、溶剤またはアルカリ現像液に浸漬するか、もしくはスプレーなどにより現像液
を噴霧して未硬化部を除去し所望のパターンを形成してフィルタセグメントを形成するこ
とができる。さらに、現像により形成されたフィルタセグメントの重合を促進するため、
必要に応じて加熱を施すこともできる。フォトリソグラフィー法によれば、印刷法より精
度の高いフィルタセグメントが形成できる。
【０１３３】
　現像に際しては、アルカリ現像液として炭酸ナトリウム、水酸化ナトリウム等の水溶液
が使用され、ジメチルベンジルアミン、トリエタノールアミン等の有機アルカリを用いる
こともできる。また、現像液には、消泡剤や界面活性剤を添加することもできる。
【０１３４】
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　現像処理方法としては、シャワー現像法、スプレー現像法、ディップ（浸漬）現像法、
パドル（液盛り）現像法等を適用することができる。
【０１３５】
　なお、紫外線露光感度を上げるために、上記感光性着色組成物を塗布乾燥後、水溶性あ
るいはアルカリ可溶性樹脂、例えばポリビニルアルコールや水溶性アクリル樹脂等を塗布
乾燥し、酸素による重合阻害を防止する膜を形成した後、紫外線露光を行うこともできる
。
【０１３６】
　本発明のカラーフィルタは、上記方法の他に電着法、転写法などにより製造することが
できるが、本発明の着色組成物はいずれの方法にも用いることができる。なお、電着法は
、基板上に形成した透明導電膜を利用して、コロイド粒子の電気泳動により各色フィルタ
セグメントを透明導電膜の上に電着形成することでカラーフィルタを製造する方法である
。また、転写法は剥離性の転写ベースシートの表面に、あらかじめフィルタセグメントを
形成しておき、このフィルタセグメントを所望の基板に転写させる方法である。
【０１３７】
　本発明の着色組成物は上記記載のいずれの方法にも用いることが出来るが、フォトリソ
グラフィー法に最も適している。
【０１３８】
　透明基板あるいは反射基板上に各色フィルタセグメントを形成する前に、あらかじめブ
ラックマトリクスを形成することができる。ブラックマトリクスとしては、クロムやクロ
ム／酸化クロムの多層膜、窒化チタニウムなどの無機膜や、遮光剤を分散した樹脂膜が用
いられるが、これらに限定されない。また、前記の透明基板あるいは反射基板上に薄膜ト
ランジスター（ＴＦＴ）をあらかじめ形成しておき、その後に各色フィルタセグメントを
形成することもできる。また本発明のカラーフィルタ上には、必要に応じてオーバーコー
ト膜や柱状スペーサー、透明導電膜、液晶配向膜等が形成される。
【０１３９】
　カラーフィルタは、シール剤を用いて対向基板と張り合わせ、シール部に設けられた注
入口から液晶を注入したのち注入口を封止し、必要に応じて偏光膜や位相差膜を基板の外
側に張り合わせることにより、液晶表示パネルが製造される。
【０１４０】
　かかる液晶表示パネルは、ツイステッド・ネマティック（ＴＮ）、スーパー・ツイステ
ッド・ネマティック（ＳＴＮ）、イン・プレーン・スイッチング（ＩＰＳ）、ヴァーティ
カリー・アライメント（ＶＡ）、オプティカリー・コンベンセンド・ベンド（ＯＣＢ）等
のカラーフィルタを使用してカラー化を行う液晶表示モードに使用することができる。
【実施例】
【０１４１】
　以下に、本発明を実施例に基づいて説明するが、本発明はこれによって限定されるもの
ではない。なお、実施例中、「部」および「％」は、「重量部」および「重量％」をそれ
ぞれ表す。
【０１４２】
　また、顔料の比表面積、顔料の一次粒子径、樹脂の重量平均分子量（Ｍｗ）、樹脂の酸
価、塗膜のコントラスト比（ＣＲ）の測定方法は以下の通りである。
【０１４３】
（顔料の比表面積）
　顔料粒子の比表面積は、窒素吸着によるＢＥＴ法で求めた。なお、測定には自動蒸気吸
着量測定装置（日本ベル社製「ＢＥＬＳＯＲＰ１８」）を用いた。
【０１４４】
（顔料の平均一次粒子径）
　顔料の平均一次粒子径は、電子顕微鏡写真から一次粒子の大きさを直接計測する方法で
測定した。具体的には、個々の顔料の一次粒子の短軸径と長軸径を計測し、平均をその顔
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料粒子の粒径とした。次に、１００個以上の顔料粒子について、それぞれの粒子の体積（
重量）を、求めた粒径の立方体と近似して求め、体積平均粒径を平均一次粒子径とした。
なお、電子顕微鏡は透過型（ＴＥＭ）を用いた。
【０１４５】
（樹脂の重量平均分子量（Ｍｗ））
　ＴＳＫｇｅｌカラム（東ソー社製）を用い、ＲＩ検出器を装備したＧＰＣ（東ソー社製
、ＨＬＣ－８１２０ＧＰＣ）で、展開溶媒にＴＨＦを用いて測定したポリスチレン換算の
重量平均分子量（Ｍｗ）である。
【０１４６】
（樹脂の酸価）
　樹脂溶液０．５～１ｇに、アセトン８０ｍｌおよび水１０ｍｌを加えて攪拌して均一に
溶解させ、０．１ｍｏｌ／ＬのＫＯＨ水溶液を滴定液として、自動滴定装置（「ＣＯＭ－
５５５」平沼産業製）を用いて滴定し、樹脂溶液の酸価を測定した。そして、樹脂溶液の
酸価と樹脂溶液の固形分濃度から、樹脂の固形分あたりの酸価を算出した。
【０１４７】
（塗膜のコントラスト比）
　液晶ディスプレー用バックライトユニットから出た光は、偏光板を通過して偏光され、
ガラス基板上に塗布された着色組成物の乾燥塗膜を通過し、偏光板に到達する。偏光板と
偏光板の偏光面が平行であれば、光は偏光板を透過するが、偏光面が直行している場合に
は光は偏光板により遮断される。しかし、偏光板によって偏光された光が着色組成物の乾
燥塗膜を通過するときに、顔料粒子による散乱等が起こり、偏光面の一部にずれを生じる
と、偏光板が平行のときは偏光板を透過する光量が減り、偏光板が直行のときは偏光板を
一部光が透過する。この透過光を偏光板上の輝度として測定し、偏光板が平行のときの輝
度と、直行のときの輝度との比（コントラスト比）を算出した。
【０１４８】
　　　　（コントラスト比）＝（平行のときの輝度）／（直行のときの輝度）
　なお、輝度計としては色彩輝度計（トプコン社製「ＢＭ－５Ａ」）、偏光板としては偏
光板（日東電工社製「ＮＰＦ－Ｇ１２２０ＤＵＮ」）を用いた。なお、測定に際しては、
不要光を遮断するために、測定部分に１ｃｍ角の孔を開けた黒色のマスクを当てた。
【０１４９】
　実施例に先立ち、実施例および比較例で用いたバインダー樹脂（Ｂ）溶液、式（１）に
示す顔料（Ａ１）、微細化顔料、顔料分散体の製造方法について説明する。
【０１５０】
＜バインダー樹脂（Ｂ）溶液の製造方法＞
［アルカリ可溶性感光性樹脂（Ｂ１－１）］
　温度計、冷却管、窒素ガス導入管、滴下管及び撹拌装置を備えたセパラブル４口フラス
コにシクロヘキサノン３７０部を仕込み、８０℃に昇温し、フラスコ内を窒素置換した後
、滴下管より、パラクミルフェノールエチレンオキサイド変性アクリレート（東亜合成社
製アロニックスＭ１１０）１８部、ベンジルメタクリレート１０部、グリシジルメタクリ
レート１８．２部、メタクリル酸メチル２５部、及び２，２’－アゾビスイソブチロニ
トリル２．０部の混合物を２時間かけて滴下した。滴下後、更に１００℃で３時間反応さ
せた後、アゾビスイソブチロニトリル１．０部をシクロヘキサノン５０部で溶解させたも
のを添加し、更に１００℃で１時間反応を続けた。次に、容器内を空気置換に替え、アク
リル酸９．３部（グリシジル基の当量）にトリスジメチルアミノフェノール０．５部及び
ハイドロキノン０．１部を上記容器内に投入し、１２０℃で６時間反応を続け固形分酸価
０．５となったところで反応を終了し、アクリル樹脂の溶液を得た。更に、引き続きテト
ラヒドロ無水フタル酸１９．５部（生成した水酸基の当量）、トリエチルアミン０．５部
を加え１２０℃で３．５時間反応させアクリル樹脂の溶液を得た。
　室温まで冷却した後、樹脂溶液約２ｇをサンプリングして１８０℃、２０分加熱乾燥し
て不揮発分を測定し、先に合成した樹脂溶液に不揮発分が２０重量％になるようにＰＧＭ
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ＥＡを添加してアルカリ可溶性感光性樹脂（Ｂ１－１）溶液を得た。重量平均分子量（Ｍ
ｗ）は１９０００であった。
【０１５１】
［アクリル樹脂溶液１］
　反応容器にシクロヘキサノン３７０部を入れ、容器に窒素ガスを注入しながら８０℃に
加熱して、同温度でメタクリル酸２０．０部、メチルメタクリレート１０．０部、ｎ－ブ
チルメタクリレート５５．０部、２－ヒドロキシエチルメタクリレート１５．０部、２，
２’－アゾビスイソブチロニトリル４．０部の混合物を１時間かけて滴下して重合反応を
行った。滴下終了後、さらに８０℃で３時間反応させた後、アゾビスイソブチロニトリル
１．０部をシクロヘキサノン５０部に溶解させたものを添加し、さらに８０℃で１時間反
応を続けて、アクリル樹脂溶液を得た。
室温まで冷却した後、アクリル樹脂溶液約２ｇをサンプリングして１８０℃、２０分加熱
乾燥して不揮発分を測定し、先に合成したアクリル樹脂溶液に不揮発分が２０重量％にな
るようにシクロヘキサノンを添加しアクリル樹脂溶液１を得た。重量平均分子量（Ｍｗ）
は４００００であった。
【０１５２】
＜式（１）に示す顔料（Ａ１）の製造方法＞
　まず、還流管を付けたステンレス製反応容器に、窒素雰囲気下、モレキュラシーブで脱
水したｔｅｒｔ－アミルアルコール２００部、およびナトリウム－ｔｅｒｔ－アミルアル
コキシド１４０部を加え、攪拌しながら１００℃に加熱し、アルコラート溶液を調製した
。一方で、ガラス製フラスコに、コハク酸ジイソプロピル８８部、４－ブロモベンゾニト
リル１５３．６部を加え、攪拌しながら９０℃に加熱して溶解させ、これらの混合物の溶
液を調製した。この混合物の加熱溶液を、１００℃に加熱した上記アルコラート溶液中に
、激しく攪拌しながら、２時間かけて一定の速度でゆっくり滴下した。滴下終了後、９０
℃にて２時間、加熱攪拌を継続し、ジケトピロロピロール系化合物のアルカリ金属塩を得
た。さらに、ガラス製ジャケット付き反応容器に、メタノール６００部、水６００部、及
び酢酸３０４部を加え、－１０℃に冷却した。この冷却した混合物を、高速攪拌ディスパ
ーサーを用いて、直径８ｃｍのシェアディスクを４０００ｒｐｍで回転させながら、この
中に、７５℃まで冷却した先に得られたジケトピロロピロール系化合物のアルカリ金属塩
溶液を、少量ずつ添加した。この際、メタノール、酢酸、および水からなる混合物の温度
が常に－５℃以下の温度を保つように、冷却しながら、かつ、７５℃のジケトピロロピロ
ール系化合物のアルカリ金属塩の添加する速度を調整しながら、およそ１２０分にわたっ
て少量ずつ添加した。アルカリ金属塩添加後、赤色の結晶が析出し、赤色の懸濁液が生成
した。続いて、得られた赤色の懸濁液を５℃にて限外濾過装置で洗浄後、濾別し赤色ペー
ストを得た。このペーストを０℃に冷却したメタノール３５００部にて再分散し、メタノ
ール濃度約９０％の懸濁液とし、５℃にて３時間攪拌し、結晶転移を伴う粒子整粒および
洗浄を行った。続いて、限外濾過機で濾別し、得られたジケトピロロピロール系化合物の
水ペーストを、８０℃にて２４時間乾燥させ、粉砕することにより式（１）に示す顔料（
Ａ１）である臭素化ジケトピロロピロール顔料１を１５０．８部得た。
【０１５３】
［臭素化ジケトピロロピロール顔料（Ａ１－１）］
　臭素化ジケトピロロピロール顔料１を１００.０部、塩化ナトリウム１０００部、およ
びジエチレングリコール１２０部、ステンレス製１ガロンニーダー（井上製作所製）中に
仕込み、６０℃で２時間混練した。次に、混練した混合物を温水に投入し、約８０℃に加
熱しながら１時間攪拌してスラリー状として、濾過および水洗をして食塩およびジエチレ
ングリコールを除いた後、８０℃で一昼夜乾燥させ、粉砕することにより式（１）に示す
臭素化ジケトピロロピロール系顔料（Ａ１－１）９６．５部を得た。平均一次粒子径は６
５ｎｍ、比表面積は３０ｍ2／ｇであった。
【０１５４】
［臭素化ジケトピロロピロール顔料（Ａ１－２）］
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　臭素化ジケトピロロピロール顔料１を１００.０部、塩化ナトリウム１０００部、およ
びジエチレングリコール１２０部を、ステンレス製１ガロンニーダー（井上製作所製）中
に仕込み、６０℃で４時間混練した。次に、混練した混合物を温水に投入し、約８０℃に
加熱しながら１時間攪拌してスラリー状として、濾過および水洗をして食塩およびジエチ
レングリコールを除いた後、８０℃で一昼夜乾燥させ、粉砕することにより臭素化ジケト
ピロロピロール系顔料（Ａ１－２）９６．６部を得た。平均一次粒子径は５５ｎｍ、比表
面積は４５ｍ2／ｇであった。
【０１５５】
［臭素化ジケトピロロピロール顔料（Ａ１－３）］
　臭素化ジケトピロロピロール顔料１を１００.０部、塩化ナトリウム１０００部、およ
びジエチレングリコール１２０部を、ステンレス製１ガロンニーダー（井上製作所製）中
に仕込み、６０℃で８時間混練した。次に、混練した混合物を温水に投入し、約８０℃に
加熱しながら１時間攪拌してスラリー状として、濾過および水洗をして食塩およびジエチ
レングリコールを除いた後、８０℃で一昼夜乾燥させ、粉砕することにより臭素化ジケト
ピロロピロール系顔料（Ａ１－３）９６．５部を得た。平均一次粒子径は３８ｎｍ、比表
面積は８０ｍ2／ｇであった。
【０１５６】
［臭素化ジケトピロロピロール顔料（Ａ１－４）］
　臭素化ジケトピロロピロール顔料１を１００.０部、塩化ナトリウム１０００部、およ
びジエチレングリコール１２０部を、ステンレス製１ガロンニーダー（井上製作所製）中
に仕込み、６０℃で１２時間混練した。次に、混練した混合物を温水に投入し、約８０℃
に加熱しながら１時間攪拌してスラリー状として、濾過および水洗をして食塩およびジエ
チレングリコールを除いた後、８０℃で一昼夜乾燥させ、粉砕することにより臭素化ジケ
トピロロピロール系顔料（Ａ１－４）９６．２部を得た。平均一次粒子径は３０ｎｍ、比
表面積は１２０ｍ2／ｇであった。
【０１５７】
［臭素化ジケトピロロピロール顔料（Ａ１－５）］
　臭素化ジケトピロロピロール顔料１を１００.０部、塩化ナトリウム１０００部、およ
びジエチレングリコール１２０部を、ステンレス製１ガロンニーダー（井上製作所製）中
に仕込み、６０℃で２４時間混練した。次に、混練した混合物を温水に投入し、約８０℃
に加熱しながら１時間攪拌してスラリー状として、濾過および水洗をして食塩およびジエ
チレングリコールを除いた後、８０℃で一昼夜乾燥させ、粉砕することにより臭素化ジケ
トピロロピロール顔料（Ａ１－５）９６．２部を得た。平均一次粒子径は１９ｎｍ、比表
面積は１８０ｍ2／ｇであった。
【０１５８】
［臭素化ジケトピロロピロール顔料（Ａ１－６）］
　臭素化ジケトピロロピロール顔料１を１００.０部、塩化ナトリウム１０００部、およ
びジエチレングリコール１２０部を、ステンレス製１ガロンニーダー（井上製作所製）中
に仕込み、６０℃で４８時間混練した。次に、混練した混合物を温水に投入し、約８０℃
に加熱しながら１時間攪拌してスラリー状として、濾過および水洗をして食塩およびジエ
チレングリコールを除いた後、８０℃で一昼夜乾燥させ、粉砕することにより臭素化ジケ
トピロロピロール顔料（Ａ１－６）９６．２部を得た。平均一次粒子径は９ｎｍ、比表面
積は２７０ｍ2／ｇであった。
【０１５９】
　製造した臭素化ジケトピロロピロール顔料（Ａ１－１～６）の内容を表１に示す。
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【表１】

【０１６０】
＜顔料分散体の製造方法＞
［顔料分散体（Ｐ－１）］
　下記の組成の混合物を均一に撹拌混合した後、直径１ｍｍのジルコニアビーズを用いて
、アイガーミル（アイガージャパン社製「ミニモデルＭ－２５０ ＭＫII」）で５時間分
散した後、５μｍのフィルタで濾過し赤色顔料分散体（Ｐ－１）を得た。

臭素化ジケトピロロピロール顔料（Ａ１－１）                      　８．７８部
酸性樹脂型顔料分散剤                                            　１．７４部
（ビックケミー・ジャパン社製　ＢＹＫ－１１１）
ジケトピロロピロール系顔料誘導体                                　２．０５部
　誘導体１

【化６】

アクリル樹脂溶液１                                              　５．８３部
シクロヘキサノン                                                ８１．６０部
【０１６１】
［顔料分散体（Ｐ－２）］
　臭素化ジケトピロロピロール顔料（Ａ１－１）を臭素化ジケトピロロピロール顔料（Ａ
１－２）に変更した以外は赤色顔料分散体（Ｐ－１）と同様にして赤色顔料分散体（Ｐ－
２）を得た。
【０１６２】
［顔料分散体（Ｐ－３）］
　臭素化ジケトピロロピロール顔料（Ａ１－１）を臭素化ジケトピロロピロール顔料（Ａ
１－３）に変更した以外は赤色顔料分散体（Ｐ－１）と同様にして赤色顔料分散体（Ｐ－
３）を得た。
【０１６３】
［顔料分散体（Ｐ－４）］
　臭素化ジケトピロロピロール顔料（Ａ１－１）を臭素化ジケトピロロピロール顔料（Ａ
１－４）に変更した以外は赤色顔料分散体（Ｐ－１）と同様にして赤色顔料分散体（Ｐ－
Ｒ４）を得た。
【０１６４】
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［顔料分散体（Ｐ－５）］
　臭素化ジケトピロロピロール顔料（Ａ１－１）を臭素化ジケトピロロピロール顔料（Ａ
１－５）に変更した以外は赤色顔料分散体（Ｐ－１）と同様にして顔料分散体（Ｐ－５）
を得た。
【０１６５】
［顔料分散体（Ｐ－６）］
　臭素化ジケトピロロピロール顔料（Ａ１－１）を臭素化ジケトピロロピロール顔料（Ａ
１－６）に変更した以外は赤色顔料分散体（Ｐ－１）と同様にして赤色顔料分散体（Ｐ－
６）を得た。
【０１６６】
［顔料分散体（Ｐ－７）］
　臭素化ジケトピロロピロール顔料（Ａ１－１）を塩素化ジケトピロロピロール顔料（Ｃ
．Ｉ．ピグメントレッド　２５４；チバ・ジャパン社製「イルガフォーレッドＢ－ＣＦ」
）に変更した以外は赤色顔料分散体（Ｐ－１）と同様にして赤色顔料分散体（Ｐ－７）を
得た。
【０１６７】
［顔料分散体（Ｐ－８）］
　下記の組成の混合物を均一に撹拌混合した後、直径１ｍｍのジルコニアビーズを用いて
、アイガーミル（アイガージャパン社製「ミニモデルＭ－２５０ ＭＫII」）で５時間分
散した後、５μｍのフィルタで濾過し顔料分散体（Ｐ－８）を得た。

臭素化ジケトピロロピロール顔料（Ａ１－３）                      　６．８２部
アントラキノン系顔料(C.I. Pigment Red 177)                      　１．０８部
（チバ・ジャパン社製「クロモフタールレッドＡ２Ｂ」）
ニッケルアゾ錯体系顔料(C.I. Pigment Yellow 150)                 　０．８８部
（ランクセス社製「Ｅ４ＧＮ」）
酸性樹脂型顔料分散剤                                            　１．７４部
（日本ルーブリゾール社製「ソルスパース２１０００」）
顔料誘導体１                                                    　２．０５部
　誘導体１
【化７】

アクリル樹脂溶液１                                              　５．８３部
シクロヘキサノン                                                ８１．６０部
【０１６８】
［顔料分散体（Ｐ－９～２０）］
　表２に示す、顔料、顔料誘導体、および樹脂型顔料分散剤の種類、および配合量に変更
した以外は、顔料分散体（Ｐ－８）と同様にして顔料分散体（Ｐ－９～２０）を得た。
【０１６９】
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【表２】

【０１７０】
表２中の略語を下記に記す。
＜顔料＞
ＰＲ２５４；ジケトピロロピロール系顔料Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド　２５４
　チバ・ジャパン社製「イルガフォーレッドＢ－ＣＦ」
ＰＯ７１；ジケトピロロピロール系顔料Ｃ．Ｉ．ピグメントオレンジ　７１
　チバ・ジャパン社製「イルガジンＤＰＰオレンジ３９８」
ＰＲ２４２；アゾ系顔料Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド　２４２
　クラリアント社製「ノボパーム」
ＰＲ１７９；ペリレン系顔料Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド　１７９
　大日本インキ化学工業（株）製「ファーストゲンスパーマルーンＰＳＫ」
ＰＲ１２２；キナクリドン系顔料Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド　１２２
　クラリアント社製「ホスタパーム」
ＰＹ１８０；ベンズイミダゾロン系顔料Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー　１８０
　クラリアント社製「ＰＶファーストイエローＨＧ
ＰＹ１３８；キノリン系顔料Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー　１８０
　ＢＡＳＦ社製「パリオトールイエロー Ｋ０９６０－ＨＤ」
【０１７１】
＜顔料誘導体＞
　誘導体２
【０１７２】

【化８】
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　誘導体３
【０１７３】
【化９】

　誘導体４
【０１７４】
【化１０】

【０１７５】
［実施例１］
（赤色着色組成物（ＤＲ－１））
　下記の組成の混合物を均一に撹拌混合した後、５μｍのフィルタで濾過し赤色着色組成
物（ＤＲ－１）を得た。

赤色顔料分散体（Ｐ－１）                                        ４０．５部
アルカリ可溶性感光性樹脂（Ｂ１－１）                            　８．６部
シクロヘキサノン                                                ５０．９部
【０１７６】
［実施例２～６および比較例１］
（赤色着色組成物（ＤＲ－２～７））
　赤色顔料分散体（Ｐ－１）を、表３に示す赤色顔料分散体に変更した以外は、赤色着色
組成物（ＤＲ－１）と同様にして、赤色着色組成物（ＤＲ－２～７）を得た。

                                                                                
【０１７７】
［比較例２］
（赤色着色組成物（ＤＲ－８））
　アルカリ可溶性感光性樹脂（Ｂ１－１）をアクリル樹脂溶液１に変更した以外は、赤色
着色組成物（ＤＲ－１）と同様にして、赤色着色組成物（ＤＲ－８）を得た。
【０１７８】
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［赤色着色組成物の評価］
　得られた赤色着色組成物の色特性、コントラスト比（ＣＲ）、および塗膜表面の結晶析
出について、下記の方法で評価した。結果を表３に示す。
【０１７９】
（色特性、コントラスト比（ＣＲ）評価）
　得られた赤色着色組成物を１００ｍｍ×１００ｍｍ、０．７ｍｍ厚のガラス基板上に、
Ｃ光源においてｘ＝０．６４４、ｙ＝０．３４０（プラスマイナス０．００１以内）にな
るような膜厚に塗布し、７０℃で２０分熱風オーブンで乾燥したのち、さらに、２３０℃
で６０分加熱することで赤色塗膜を得た。その後、得られた塗布基板の明度（Ｙ）および
、コントラスト比（ＣＲ）を測定した。
　なお、色度は、顕微分光光度計（オリンパス光学社製「ＯＳＰ－ＳＰ２００」）で測定
した。
【０１８０】
（塗膜表面の結晶析出評価）
　色特性、コントラスト比（ＣＲ）評価で得られた基板を、さらに２４０℃で６０分間の
加熱処理を２回繰り返した。加熱処理後の塗布基板の塗膜表面を光学顕微鏡にて観察し、
結晶析出有無を下記基準に従って判定した。評価結果において、◎と○は結晶析出がなく
良好であり、△は結晶析出があるものの使用上問題ないレベル、×は結晶析出により使用
することができない状態に相当する。

◎　・・・２３０℃６０分間加熱処理後、さらなる２４０℃６０分間加熱処理後、
　　　　およびさらなる２４０℃６０分間加熱処理でも結晶析出なし
○　・・・２３０℃６０分間加熱処理後、およびさらなる２４０℃６０分間加熱処理でも
　　　　結晶析出なし（２回目の２４０℃６０分間加熱処理で結晶析出あり）
△　・・・２３０℃６０分間加熱処理後では結晶析出ないが、さらなる２４０℃６０分間
　　　　加熱処理で結晶析出あり
×　・・・２３０℃６０分間加熱処理後で結晶析出あり
【０１８１】

【表３】

【０１８２】
　式（１）に示す顔料（Ａ１）とアルカリ可溶性感光性樹脂（Ｂ１）とを含む本発明のカ
ラーフィルタ用着色組成物は、いずれも高明度かつ高コントラスト比であって、加熱工程
によってもジケトピロロピロール系顔料の結晶析出が起こらないという良好な結果を得た
。
【０１８３】
［実施例７～４１、比較例３～５］
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　表４～９に示す組成、配合量で各材料を混合・攪拌し、１μｍのフィルタで濾過して、
感光性着色組成物を得た。
【０１８４】
【表４】

【０１８５】
【表５】

【０１８６】
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【０１８７】
【表７】

【０１８８】
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【表８】

【０１８９】
【表９】

【０１９０】
　表４～９中の略語について以下に示す。
＜光重合開始剤（Ｄ）＞
光重合開始剤Ｄ１：２－メチル－１－[４－（メチルチオ）フェニル]－２－モルフォリノ
　　　　　　　　プロパン－１－オン
　　　　　　　　（チバ・ジャパン社製「イルガキュア９０７」）
光重合開始剤Ｄ２：２－（ジメチルアミノ）－２－[（４－メチルフェニル）メチル]－１
　　　　　　　　－［４－（４－モルホリニル）フェニル］－１－ブタノン
　　　　　　　　（チバ・ジャパン社製「イルガキュア３７９」）
光重合開始剤Ｄ３： エタン－１－オン，１－[９－エチル－６－（２－メチルベンゾイ
　　　　　　　　ル）－９Ｈ－カルバゾール－３－イル]，１－(Ｏ－アセチルオキシム)
　　　　　　　　（チバ・ジャパン社製「イルガキュアＯＸＥ０２」）
光重合開始剤Ｄ４：２，２'－ビス（ｏ－クロロフェニル）－４，５，４',５'－テトラ
　　　　　　　　フェニル－１，２'－ビイミダゾール
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　　　　　　　　（黒金化成社製「ビイミダゾール」）
光重合開始剤Ｄ５： ２，４，６－トリメチルベンゾイル－ジフェニル－ホスフィンオキ
　　　　　　　　サイド
　　　　　　　　（ＢＡＳＦ社製「ルシリンＴＰＯ」）
＜増感剤＞
増感剤Ｅ１：２，４－ジエチルチオキサントン
　　　　　　　　（日本化薬社製「カヤキュアＤＥＴＸ－Ｓ」）
増感剤Ｅ２: ４，４'－ビス（ジエチルアミノ）ベンゾフェノン
　　　　　　　　（保土谷化学工業社製「ＥＡＢ－Ｆ」）
【０１９１】
＜光重合性化合物＞
光重合性化合物：ジペンタエリスリトールヘキサアクリレート
　　　　　　　　（東亞合成社製「アロニックス　Ｍ－４０２」）
＜多官能チオール＞
多官能チオールＦ１：トリメチロールエタントリス（３－メルカプトブチレート）
　　　　　　　　　（昭和電工社製「ＴＥＭＢ」）
多官能チオールＦ２：トリメチロールプロパントリ（３－メルカプトブチレート）
　　　　　　　　　（昭和電工社製「ＴＰＭＢ」）
多官能チオールＦ３：ペンタエリスリトールテトラキス（３－メルカプトプロピオネート
）
　　　　　　　　　（堺化学工業社製「ＰＥＭＰ」）
【０１９２】
＜紫外線吸収剤＞
紫外線吸収剤Ｇ１：２－［４－［（２－ヒドロキシ－３－（ドデシルおよびトリデシル）
　　　　　　　　オキシプロピル）オキシ］－２－ヒドロキシフェニル］－４，６－ビス
　　　　　　　　（２，４－ジメチルフェニル）－１，３，５－トリアジン
　　　　　　　　（チバ・ジャパン社製「ＴＩＮＵＶＩＮ４００」）
紫外線吸収剤Ｇ２：２－（２Ｈ－ベンゾトリアゾール－２－イル）－４，６－ビス（１－
　　　　　　　　メチル－１－フェニルエチル）フェノール
　　　　　　　　（チバ・ジャパン社製「ＴＩＮＵＶＩＮ９００」）
【０１９３】
＜重合禁止剤＞
重合禁止剤Ｈ１：Ｎ－ニトロソフェニルヒドロキシルアミン　アルミニウム塩
　　　　　　　　（和光純薬工業社製「Ｑ－１３０１」）
重合禁止剤Ｈ２：メチルハイドロキノン
　　　　　　　　（精工化学社製「ＭＨ」）
【０１９４】
＜貯蔵安定剤＞
貯蔵安定剤Ｊ１：２，６－ビス（１，１－ジメチルエチル）－４－メチルフェノール
　　　　　　　（本州化学工業社製「ＢＨＴ」）
貯蔵安定剤Ｊ２：トリフェニルホスフィン
　　　　　　　（北興化学工業社製「ＴＰＰ」）
＜溶剤＞
有機溶剤：シクロヘキサノン
【０１９５】
［感光性着色組成物の評価］
　得られた感光性着色組成物について、色特性、コントラスト比（ＣＲ）、塗膜表面の結
晶析出、感度、直線性、パターン形状、解像度、現像耐性、薬品耐性、経時安定性を下記
の方法で評価した。結果を表１０に示す。それぞれの評価結果においての判定は、◎は非
常に良好なレベル、○は良好レベル、△は使用には差し支えないレベル、×は使用には好
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ましくないレベルとした。
【０１９６】
（色特性、コントラスト比（ＣＲ）評価）
　得られた感光性着色組成物を１００ｍｍ×１００ｍｍ、０．７ｍｍ厚のガラス基板上に
、Ｃ光源において後処理後にｘ＝０．６４０、およびｙ＝０．３２８になるような膜厚に
塗布し、７０℃で２０分熱風オーブンで乾燥したのち、超高圧水銀ランプを用いて、積算
光量１５０ｍＪで紫外線露光を行った後に２３０℃で１時間加熱して放冷し、赤色塗膜を
得た。その後、得られた塗布基板の明度（Ｙ）および、コントラスト比（ＣＲ）を測定し
た。
　なお、色度は、顕微分光光度計（オリンパス光学社製「ＯＳＰ－ＳＰ２００」）で測定
した。
【０１９７】
（塗膜表面の結晶析出評価）
　色特性、コントラスト比（ＣＲ）評価で得られた基板を、さらに２６０℃で１時間加熱
して放冷した。加熱処理後の塗布基板の塗膜表面を光学顕微鏡にて観察し、結晶析出有無
を下記基準に従って判定した。評価結果において、◎は結晶析出がなく非常に良好であり
、○は少し結晶析出があるものの良好なレベル、△は結晶析出があるものの使用上問題な
いレベル、×は結晶析出によるり使用することができない状態に相当する。
結晶数が０個：◎、１～１０個：○、１０～１００個：△、１００個以上：×。

◎　・・・結晶数が０個
○　・・・結晶数が１個以上１０個未満
△　・・・結晶数が１０個以上１００個未満
×　・・・結晶数が１００個以上
【０１９８】
（感度、直線性、パターン形状、解像度、現像耐性、薬品耐性評価）
　得られた感光性着色組成物を１００ｍｍ×１００ｍｍ、０．７ｍｍ厚のガラス基板上に
塗工した後、クリーンオーブン中７０℃で２０分間加温して溶剤を除去し、約２μｍの塗
膜を得た。次いで、この基板を室温に冷却後、超高圧水銀ランプを用い、１００μｍ幅（
ピッチ２００μｍ）および２５μｍ幅（ピッチ５０μｍ）ストライプパターンのフォトマ
スクを介して紫外線を露光した。その後、この基板を２３℃の炭酸ナトリウム水溶液を用
いてスプレー現像した後、イオン交換水で洗浄、風乾し、クリーンオーブン中２３０℃で
３３０分間加熱した。スプレー現像は、それぞれの感光性着色組成物での塗膜について、
現像残りなくパターン形成可能な最短時間で行い、これを適正現像時間とした。
　塗膜の膜厚は、Ｄｅｋｔａｋ ３０３０（日本真空技術社製）を用いて行った。
【０１９９】
（感度評価）
　上記方法で形成されたフィルタセグメントの１００μmフォトマスク部分でのパタ－ン
膜厚を測定し、塗工後膜厚に対して９０％以上となる最小露光量を評価した。最小露光量
が小さい程、高感度で良好な感光性着色組成物となる。
評価のランクは次の通りである。
　　○：５０ｍＪ／ｃｍ2未満
　　△：５０ｍＪ／ｃｍ2以上１００ｍＪ／ｃｍ2未満
　　×：１００ｍＪ／ｃｍ2以上
【０２００】
（直線性評価）
　上記方法で形成されたフィルタセグメントの１００μmフォトマスク部分でのパタ－ン
について、光学顕微鏡を用いて観察して評価を行った。評価のランクは次の通りである。
　　○：直線性良好
　　△：部分的に直線性不良
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　　×：直線性不良
【０２０１】
（パターン形状評価）
　上記方法で形成されたフィルタセグメントの１００μmフォトマスク部分でのパタ－ン
の断面について、電子顕微鏡を用いて観察して評価を行った。パターン断面は順テーパー
が良好である。評価のランクは次の通りである。
　　○：断面が順テーパー形状
　　×：断面が逆テーパー形状
【０２０２】
（解像性評価）
　上記方法で形成されたフィルタセグメントの２５μmフォトマスク部分でのパターンに
ついて、光学顕微鏡を用いて観察して評価を行った。評価のランクは次の通りである。解
像性不良とは、隣接するストライプパターンが繋がったり、欠けが発生したりすることで
ある。評価のランクは次の通りである。
　　◎：解像性および直線性良好
　　○：直線性の点でやや劣るが解像性良好
　　△：部分的に解像性不良
　　×：解像性不良
【０２０３】
（現像耐性評価）
　スプレー現像時に、適正時間の２倍で現像して形成されたフィルタセグメントの１００
μmフォトマスク部分でのパタ－ン膜厚を測定し、適正現像時間で現像して形成されたパ
ターン膜厚と比較した。評価のランクは次の通りである。
　　◎：膜厚差２０％以内
　　○：膜厚差２０％より大きく、４０％以内
　　△：膜厚差が４０％より大きい
　　×：２倍現像で欠けやハガレが発生
【０２０４】
（薬品耐性評価）
　上記方法で形成されたフィルタセグメントをＮ－メチルピロリドン溶液に３０分浸漬後
、イオン交換水で洗浄、風乾し、１００μmフォトマスク部分でのパターンについて光学
顕微鏡を用いて観察して評価を行った。評価のランクは次の通りである。
　　◎：外観、色に変化なく良好
　　○：一部にシワ等が発生するが、色には変化なく良好
　　△：若干の色落ちが発生
　　×：ハガレや色落ちが発生
【０２０５】
（着色組成物の経時安定性評価）
　得られた感光性着色組成物について、初期および室温１ヵ月後の粘度を測定し、初期粘
度に対する粘度増加度合いを算出して評価を行った。評価のランクは次の通りである。
（経時粘度変化率）＝｜［（初期粘度）－（経時粘度）］／（初期粘度）｜×100（％）
　　◎：粘度増加の割合が５％以下で良好
　　○：粘度増加の割合が５％より大きく１０％以下
　　×：粘度増加の割合が１０％より大きい
【０２０６】
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【表１０】

【０２０７】
表１０に示すように、式（１）に示す顔料（Ａ１）と感光性樹脂（Ｂ１）とを含む本発明
のカラーフィルタ用着色組成物は、全ての評価で高水準の評価結果を得た。
【０２０８】
（カラーフィルタの製造）
　感光性着色組成物（ＲＲ－１）における顔料および顔料誘導体の合計４．５４部を、緑
色感光性着色組成物ではＣ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｇｒｅｅｎ　５８／Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍ
ｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　１５０＝２．７２部／１．８２部に、青色感光性着色組成物では
Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｂｌｕｅ　１５：６／Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｖｉｏｌｅｔ
　２３＝３．６３部／０．９１部となるように置き換えた以外は顔料分散体（Ｐ－３）と
同様に顔料分散体を調製し、さらに感光性着色組成物（ＲＲ－１）の顔料分散体を各色顔
料分散体に置き換えて、カラーフィルタ用緑色感光性着色組成物、カラーフィルタ用青色
感光性着色組成物を得た。
【０２０９】
　１００ｍｍ×１００ｍｍのガラス基板上にダイコータで感光性着色組成物（ＲＲ－１）
を約２μｍの厚さに塗工し、７０℃のオーブン内に２０分間溶剤を除去乾燥させた。次い
で、露光装置を用いて紫外線によりストライプパターン露光を行った。露光量は１００ｍ
Ｊ／ｃｍ2とした。更に、炭酸ナトリウム水溶液からなる現像液によりスプレー現像して
未露光部分を取り除いた後、イオン交換水で洗浄し、この基板を２３０℃で３０分加熱し
て線幅約５０μｍの赤色フィルタセグメントを形成した。次いで、同様の所作により、赤
色フィルタセグメントの隣に緑色感光性着色組成物を用いて緑色フィルタセグメントを、
次いで青色感光性着色組成物を用いて青色フィルタセグメントを形成し、同一ガラス基板
上に３色のフィルタセグメントを具備するカラーフィルタを得た。
【０２１０】
　本発明におけるカラーフィルタ用着色組成物を用いると、広い色度範囲において色特性
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に優れ、耐熱性の良好な赤色フィルタセグメントを有する高精細のカラーフィルタを作製
することができた。
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